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TL-933
取扱説明書
お買い上げいただきましてありがとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。
本機は日本国内専用のモデルですので、国外で使用することはできません。

本機を使用するには、総務省のアマチュア無線局の免許が必要です。
また、アマチュア無線以外の通信には使用できません。
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はじめに

こࡢたびࡣ、TL-933 をお買い上ࡆいたࡔきまし࡚、誠にありࡀうࡊࡈいましたࠋ 

TL-933 回路技術を駆使し࡚設計したバイスࢹࡢ最新、ࡣ POWER MOSFET リࢽアアンプ࡛すࠋ 

快適ࣁ࡞イࣃワー運用ࡢ忠実ࣃ࡞ートナーし࡚、ᮎ永くࡈ愛用くࡔさいࠋ

お願い

本製品ࡢ内部にࡣ高い電圧ࡀかかっ࡚いますࠋ操作に誤りࡀあࡿ、本製品ࡢ性能ࡀ十分に発揮࡛き࡞

いࡤかり࡛࡞く、思わࡠ大き࡞事故や故障ࡢ原因࡞りますࠋ正しく操作いたࡔくため、TL-933 をお使

いにࡿ࡞前に、本取扱説明書ࡣ最後ま࡛おㄞࡳくࡔさࡿようお願い致しますࠋ

取扱説明書ࡣ必要࡞時にいつ࡛もࡈ覧いたࡔけࡿよう、大切に保管し࡚くࡔさいࠋ

有償ࡣ保証期間内࡛あっ࡚も修理、ࡣた場合にࡌ生ࡀお、誤った操作方法・運用・改造により故障࡞

。さいࡔ注意くࡈ࡛ࡢります࡞

なお性能向上のため、本取扱説明書の記載内容は予告なく変更することがあります。
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＜安全上のご注意＞

製品を安全にࡈ使用いたࡔくため、こࠕࡢ安全上ࡈࡢ注意ࠖをࡈ使用ࡢ前によくおㄞࡳくࡔさいࠋおㄞࡳ

に࡞った後ࡣ、必要࡞きにࡈ覧にࡿࢀ࡞よう大切に保管し࡚くࡔさいࠋ

⤮表示について

こࡢ取扱説明書および製品へࡢ表示࡛ࡣ、製品を安全に正しくお使いいたࡔき、あ࡞たや他ࡢ人々へࡢ危

害や㈈産へࡢ損害を未然に防止すࡿために、いࢁい࡞ࢁ絵表示をし࡚いますࠋそࡢ表示意味ࡣ次ࡢよう

に࡞っ࡚いますࠋ

内容をよく理解してから本文をおㄞࡳください。

危険 
この表示を無視してࠊ誤った取扱いをするとࠊ人が死亡または重傷を負

う危険が差し迫って生じることが想定さࢀる内容を示しています。 

警告 
この表示を無視してࠊ誤った取扱いをするとࠊ人が死亡または重傷を負

う可能性が想定さࢀる内容を示しています。 

注意 
この表示を無視してࠊ誤った取扱いをするとࠊ人が傷害を負う可能性が

想定さࢀる内容および物的損害のࡳの発生が想定さࢀる内容を示してい

ます。

⤮表示の例

△記号は注意㸦危険࣭警告を含ࡴ㸧を促す内容があることを告ࡆるものです。

図の中や近くにある⤮や文章は具体的な注意内容㸦ᕥ図の場合は感電注意㸧を示

しています。

 記号は禁止の行Ⅽであることを告ࡆるものです。

図の中や近くにある⤮や文章は具体的な禁止内容㸦ᕥ図の場合は分解禁止㸧を示

しています。

●記号は行Ⅽを強制したり指示する内容を告ࡆるものです。

図の中や近くにある⤮や文章は具体的な指示内容㸦ᕥ図の場合は電源プラグをコ

ンセントから抜いてください㸧を示しています。

お客様またࡣ第୕者ࡀ、こࡢ製品ࡢ誤使用、使用中に生ࡌた故障・そࡢ他ࡢ不具合およびこࡢ製品ࡢ使用

によっ࡚受けらࢀた損害につきまし࡚ࡣ、法令上ࡢ賠償責任ࡀ認めらࡿࢀ場合を除き、当社ࡣ一切そࡢ責

任を負いませ࡛ࡢࢇ、あらかࡌめࡈ了承くࡔさいࠋ
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＜安全上のご注意＞ 

 危 険 
■リࢽアアンプの取り扱いについて 

 

 

 

●リࢽアアンプの電源プラグを AC コンセントに差し込ࢇだ状態でࠊ内部には絶対に手を

触ࢀないでください。 

高圧の高周波および直流電圧により死亡ࠊ感電ࠊけがࠊ故障ࠊ火災の原因となります。

この製品はࠊ完全に調整さࢀています。お客様による再調整の必要はありませࢇ。またࠊ

お客様による修理は危険ですからࠊ絶対におやめください。もし不具合の場合はࠊお買

い上ࡆの販売店または当社サービスセンターにご連絡ください。 

 

 

 警 告 
■使用環境࣭条件 

 

 

 

●アマチュア局はࠊリࢽアアンプ使用の有無にかかわらࡎ自局の発射する電波がテレビや

ラࢪオやステレオ等の受信や再生に障害を与えたりࠊ障害を受けているとの連絡を受け

た場合にはࠊ電波法௧㸦運用規則 258 条㸧に従って直ࡕに電波の発射を中止しࠊ障害の

程度ࠊ有無を確認してください。 

 

 

 

 

●電子機器㸦特に医療機器㸧の近くでは使用しないでください。電波障害により機器の故

障࣭誤動作の原因となります。 

 

 

 

 

●空港敷地内ࠊ中⥅局周辺では絶対に使用しないでください㸦電源も入ࢀないでくださ

い。㸧。 

運行の安全や無線局の運用࣭放送の受信に支障をきたす原因となります。 
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警 告 
■使用環境࣭条件

●本機を使用できるのはࠊ日本国内のࡳです。外国では使用できませࢇ。

■設置さࢀるとき

●電源コーࢻを接続する前にࠊ必ࡎ取扱説明書をおㄞࡳになりࠊ電源電圧を確認してくだ

さい。

●電源コーࢻを傷つけたりࠊ破損したりしないでください。

またࠊ重いものをのせたりࠊ加熱したりࡦࠊっࡥったりࠊ無理に曲ࡆたりࡡࠊじったり

するとࠊコーࢻが破損しࠊ火災࣭感電࣭故障の原因となります。 

。ないでください。感電の原因となりますࢀた手で電源プラグに触ࢀࡠ●

●電源プラグをコンセントから引き抜いてすࡄにプラグの金属部分に絶対に触ࢀないでく

ださい。感電する恐ࢀがあります。
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 警 告 
■リࢽアアンプの取り扱いについて 

 

 

 

●長時間の連続送信はしないでください。 

発熱のため本体の温度が上昇しࠊやけの原因となります。 

 

 

 

 

●この製品は布や布団で覆ったりしないでください。 

熱がこもりࠊ火災の原因となります。直射日光を避けࠊ風通しの良い状態でご使用くだ

さい。 

 

 

 

 

●この製品に水をかけたりࠊ水が入ったりしないようࠊまたࡠらさないようにご注意くだ

さい。 

火災࣭感電࣭故障の原因となります。 

 

 

 

 

●この製品を水なでࢀࡠやすい場所㸦風呂場な㸧では使用しないでください。 

火災࣭感電࣭故障の原因となります。 

 

 

 

 

●この製品の近くに小さな金属物や水なの入った容器を置かないでください。中に入っ

た場合ࠊ火災࣭感電࣭故障の原因となります。 

 

 

 

 

●この製品は調整済です。分解࣭改造して使用しないでください。 

火災࣭感電࣭故障の原因となります。 
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 警 告 
■異常時の処置について 

 

 

 

●万一ࠊ異常な音がしたりࠊ煙が出たりࠊ変な臭いがするなの異常な状態になった場合

はࠊすࡄに電源スイッチを切りࠊ電源プラグを AC コンセントから抜いてください。そ

して煙が出なくなるのを確認してからお買い上ࡆの販売店または当社サービスセンター

にご連絡ください。お客様による修理はࠊ危険ですから絶対におやめください。 

そのまま使用するとࠊ火災࣭感電࣭故障の原因となります。 

 

 

 

 

●万一ࠊ内部に水や異物が入った場合やࠊ落としたりࠊケースを破損した場合はࠊすࡄに

電源スイッチを切りࠊ電源プラグを AC コンセントから抜いてࠊお買い上ࡆの販売店ま

たは当社サービスセンターにご連絡ください。 

そのまま使用するとࠊ火災࣭感電࣭故障の原因となります。 

 

 

 

 

●雷が鳴り出したらࠊ安全のため早めに電源スイッチを切りࠊ電源プラグを AC コンセン

トから抜いてࠊご使用をお控えください。またアンテナには触ࢀないでください。 

雷によってはࠊ火災࣭感電࣭故障の原因となります。 

 

 

 

 

●この製品を持ࡕ運ぶときはࠊ落としたりࠊ衝撃を与えないようにしてください。けが࣭

故障の原因となります。万一ࠊこの製品を落としたりࠊケースを破損した場合はࠊすࡄ

に電源スイッチを切りࠊ電源コーࢻを AC コンセントから抜いてࠊお買い上ࡆの販売店

または当社サービスセンターにご連絡ください。 

そのまま使用するとࠊ火災࣭感電࣭故障の原因となります。 

 

 

 

 

●電源コーࢻが傷ࢇだら㸦しࢇ線の露出ࠊ断線な㸧ࠊお買い上ࡆの販売店または当社サー

ビスセンターにご連絡ください。 

そのまま使用するとࠊ火災࣭感電࣭故障の原因となります。 
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 警 告 
■保守࣭点検 

 

 

 

●この製品のケースはࠊディップスイッチを設定する場合以外にはࠊ開けないでください。 

けが࣭感電࣭故障の原因となります。内部の点検࣭修理はࠊお買い上ࡆの販売店または

当社サービスセンターにご依頼ください。 
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＜安全上のご注意＞ 

  注 意 
■設置さࢀるとき 

 

 

 

●この製品の電源コーࢻを熱器具に近࡙けないでください。 

コーࢻの被ࡩくが溶けて火災࣭感電࣭故障の原因となることがあります。 

 

 

 

 

●テレビやラࢪオの近くには設置しないでください。 

電波障害を与えたりࠊ受けたりする原因となることがあります。 

 

 

 

 

●RTTY 装置やパソコンの近くには設置しないでください。 

 。イズを受信する原因となることがありますࣀ

 

 

 

 

●直射日光が当たる場所なࠊ異常に温度が高くなる場所には設置しないでください。 

内部の温度が上がりࠊケースや部品が変形࣭変色したりࠊ火災の原因となることがあり

ます。 

 

 

 

 

●湿気の多い場所ࠊほこりの多い場所ࠊ風通しの悪い場所には設置しないでください。 

火災࣭感電࣭故障の原因となることがあります。 
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  注 意 
■設置さࢀるとき 

 

 

 

振動の多い場所には設置しないでください。しっかりとࠊらついたྎの上や傾いた所ࡄ●

した水平なྎまたは机に設置してください。 

落ࡕたりࠊ倒ࢀたりしてけがの原因となることがあります。 

 

 

 

 

●調理ྎや加湿器のそࡤな油煙や湯気が当たるような場所には設置しないでください。 

火災࣭感電࣭故障の原因となることがあります。 

 

 

 

 

●この製品の電源プラグを AC コンセントから抜くときはࠊコーࢻを引っ張らないでくだ

さい。 

火災࣭感電࣭故障の原因となることがあります。必ࡎ電源プラグを持って抜いてくださ

い。 

 

 

 

 

●壁や物に密着させないでください。 

TL-933 はࠊ空冷ファンによる強制クーリングシステムを採用しています。このため十分

な冷却効果を得らࢀるようࠊ本機の操作面および背面に十分なスペースを取って設置し

てください。 

 

 

 

 

●この製品を移動させる場合はࠊ必ࡎ電源コーࢻやケーブル等をとりはࡎしてから行って

ください。 

電源コーࢻやケーブルが傷つきࠊ火災࣭感電࣭故障の原因となることがあります。 

 

■アンテナを設置さࢀるとき 

 

 

 

●アンテナコネクターには 50Ω系の同軸ケーブルを使用して50ࠊΩのアンテナを接続して

ください。また同軸ケーブルやアンテナのインピーダンスマッチングをとりࠊSWR=1.5

以下でご使用ください。 

送信出力の低下や電波障害の原因となることがあります。 
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注 意 
■アンテナを設置さࢀるとき

●容易に人体なに触ࢀることができないように設置してください。

アンテナ線は非常に高い電圧㸦数 kV㸧になることがあるためࠊけが࣭感電࣭故障の原因

となることがあります。

●通常ࠊ人が出入りできるような場所㸦屋上やベランダな㸧にアンテナやアンテナチュ 

ーナーを設置する場合はࠊその高さが人の歩行ࠊその他起居する平面から 2.5m 以上離し

て設置してください㸦電波法施行規則第 22 条ࠊ第 25 条参照㸧。

けが࣭感電࣭故障の原因となることがあります。 

●テレビやラࢪオの近くには設置しないでください。

電波障害を与えたりࠊ受けたりする原因となることがあります。

●火災࣭感電࣭故障࣭けがに対する保護のため避雷器をご使用ください。

●良好なアースをとってください。

感電やテレビࠊラࢪオなへの電波障害の原因となることがあります。

●アースをとるときにはࠊガス管ࠊ配電用のコンࢪットパイプࠊプラスチック製水道管な

他の機器のアーࠊンプな࣏空調機や給水ࠊ絶対に接続しないでください。またࠊに

スと共用しないでください。

他の機器が誤動作する原因となることがあります。
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  注 意 
■リࢽアアンプの取り扱いについて 

 

 

 

●アンテナを接続しない状態でࠊ送信しないでください。 

火災࣭故障の原因となることがあります。 

 

 

 

 

●ハンディートランシーバをこの製品に近࡙けないでください。 

ハンディートランシーバから雑音が聞こえる原因となることがあります。その場合はࠊ

ハンディートランシーバをこの製品から離してください。 

 

 

 

 

●旅行なで長期間この製品をご使用にならないときはࠊ安全のため必ࡎ電源スイッチを

切り電源プラグを AC コンセントから抜いてください。 

 

 

 

 

●リࢽアアンプとアンテナࠊトランシーバとの接続は確実に行ってください。 

火災࣭感電࣭故障の原因となることがあります。 

 

 

 

 

●リࢽアアンプを使用さࢀるときのアンテナはࠊ許容入力電力がリࢽアアンプの最大出力

以上のアンテナをご使用ください。 

ビームアンテナ等でࠊトラップやコイルが挿入さࢀているアンテナの場合ࠊ入力電力が

アンテナの規格を越えるとࠊそࢀらのコイルが焼損する原因となることがあります。 

 

 

 

 

●リࢽアアンプを使用さࢀるときのアンテナはࠊSWR の低い㸦1.5 以下㸧アンテナをご使

用ください。 

火災࣭感電࣭故障の原因となることがあります。 
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  注 意 
■リࢽアアンプの取り扱いについて 

 

 

 

●良好なアースをとってください。 

感電やテレビࠊラࢪオなへの電波障害の原因となることがあります。 

 

■保守࣭点検 

 

 

 

●お手入ࢀの㝿はࠊ安全のため必ࡎ電源スイッチを切り電源プラグを AC コンセントから

抜いてください。 

 

 

 

 

●水滴が付いたらࠊ乾いた布でࡩきとってください。汚ࢀのࡦいときはࠊ水で薄めた中

性洗剤をご使用ください。シンナーやベンࢪンは使用しないでください。 

 

 

 

 

●エアフィルタを定期的に清掃してください。 

操作パネル面のエアフィルタに埃がたまるとࠊ冷却が十分に行わࢀなくなりࠊリࢽアア

ンプの性能を十分に発揮できなくなるࡤかりでなくࠊ動作不良の原因にもなります。エ

アフィルタに埃がたまる前にࠊこまめに清掃をしてください。 

清掃のしかたについてはࠕ7.2ࠊエアフィルタの清掃ࠖをご覧ください。 
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1. 特 長 

RF パワーMOSFET を 16 本搭載 

ࡢ高耐圧、ࡣットにࢽワーアンプࣘࣃ RF POWER MOSFET㸦2SK410㸧を 4 本使用した広帯域アンプを 4

回路実装し࡚いますࠋこࡢ広帯域アンプࡢ出力を電力合成し࡚出力を得࡚いࡿため、出力余裕ࡀ十分にあ

りますࠋこࡢため、フルࣃワー・フルࢹューテー時におい࡚も質ࡢ高い出力ࡀ得らࢀますࠋ 

 

SEPP 方式の低歪パワーアンプ 

欠点を打破したࡢプッシュプル回路ࡿトランス結合方式によࡢ従来ࡣ出力回路にࡢワーアンプࣃ Single 

Ended Push-Pull (SEPP)回路を採用し࡚いますࠋこࢀによっ࡚、従来ࡢ方式࡛ࡣ得ら࡞ࢀかった、優ࢀた IMD

特性を得࡚いますࠋ 

 

フルオートマチックアンテナチューナー 

CPU 制御により整合回路ࡢ素子定数をバイナリ－に可変すࡿ瞬時切替形ࡢフルオートマチックアンテナ

チューナーを搭載し࡚いますࠋローࣃスフルタ型回路を採用し࡚おり、HF バンドから 6m バンドま࡛を

完全に࢝バーし࡚いますࠋまた、大容量ࡢメモリに各アンテナࡢ整合ࢹータを自動記憶し、瞬時に各ア

ンテナࡢ整合を再現しますࠋマルチバンド࡛ࡢコンテスト運用も快適࡛すࠋ㸦使用すࡿトランシーバによ

りチューン動作ࡀ異࡞ります࡛ࡢ注意し࡚くࡔさいࠋ㸧 

 

オートマチックアンテナスイッチ 

選択さࢀたバンド連動し࡚自動的にアンテナを選択すࡿオートマチックアンテナスイッチ機能を採用ࠋ

TL-933 ࡣ࡛ 5 本ࡢアンテナ２台ࡢトランシーバを同時接続すࡿこ࡛ࡀきますから、常に最良ࡢ条件࡛

運用すࡿこ࡛ࡀきますࠋ 

 

PFC 搭載の高効率スイッチング電源 

AC 電源ラインを流ࡿࢀ入力電流波形を補正し࡚力率をアップさせࠕࡿPower Factor Correctorࠖ回路㸦PFC㸧

採用により、従来ࡢ 50～60%しか得ら࡞ࢀかった力率をࡰ 100%ま࡛引き上࡚ࡆいますࠋこࡢため、AC

ラインを流ࡿࢀ電流ࡢピーク値ࡀ従来機器比べ࡚約半分に抑えらࢀますࠋさらに、最新ࡢ半ᑟ体ࢹバイ

スによࡿ高効率スイッチンࢠࣞࢢュࣞータによっ࡚、瞬間最大出力 3.2kW を引き出します㸦AC200V 供給

時㸧ࠋ 

 

ケンウッࢻ製トランシーバとのインタフ࢙ース機能 

周波数トラッキンࢢ、オートチューン、チューンࣃワー設定、電源ࡢ連動࡛ࡀきますࠋ㸦たࡔし、ࡈ使用ࡢ

トランシーバにより連動すࡿ機能ࡀ異࡞ります࡛ࡢ詳しくࡣ 10 ページを参照し࡚くࡔさいࠋ㸧 
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低騒音設計 

ࠋいます࡚ࢀバイスにより、余裕をもっ࡚設計さࢹ熱に強い半ᑟ体、ࡣ電源ࢢスイッチンワーアンプࣃ

高い動作効率により発熱ࡀ小さく抑えら࡚ࢀいࡿこ相まっ࡚、クーリンࢢフンを頻繁に高回転࡛動

作させࡿ必要ࡀありませࠋࢇTL-933 的に検出し、温度によりクーリࢢ温度をアナロࡢヒートシンク、ࡣ࡛

ンࢢフンを停止・低速回転・高速回転させ࡚いますࠋSSB や CW ࡄすࡣンフ、ࡣ運用࡛ࡢ通常ࡢ࡞

に回転をࡌࡣめࡿこ࡞ࡀく、回転時࡛も主に低速回転࡛、また回転時間も短い࡛ࡢ、フン回転によࡿ

騒音ࡀ低く抑えら࡚ࢀいますࠋ一方、RTTY や SSTV クー、ࡣ運用環境下࡛࡞ューテࢹビー࣊いった

リンࢢフンࡀ高速回転すࡿこ࡛十分࡞放熱能力を発揮しますࠋさらに、ࣞࣈークイン回路ࡢリࣞーを

シールドケース࡛包ࡴこ࡛、気にࡿ࡞リࣞー動作音を大きく低減し࡚いますࠋ 

 

豊富なプロテクション回路 

オーバードライࣈや RF 出力負荷異常࡞、内的・外的に発生すࡿストࣞスや過負荷状態から回路を保護

すࡿため、多くࡢプロテクション回路ࡀ運用状態を監視し࡚いますࠋたえࡤ、定格を大きく越えࣃࡿワ

ーを出力しようした場合にࡣ、本体内ࡢ APC㸦オートマチックࣃワーコントロール㸧回路ࡀ動作し࡚、

 ࠋ出力を低減させ࡚いますࡢワーアンプࣃ

 

その他の機能特徴 

 縦置き・横置きࡀ可能࡞セッテンࢢ自在ࡢ操作ࣃネル 

 操作ࣃネルを本体分離させࡿセࣞࣃート構成ࡢ設置ࡀ可能 

 フルࣞࣈークイン方式ࡢ採用 

 動作状況ࡀ一目࡛確認࡛きࡿインジケータを採用 

 広範囲࡞ AC 入力電源電圧に対応㸦100V ～ 240V㸧 

 トランシーバࡢ電源 ON/OFF 動作連動したオートࣃワーON/OFF 機能 

 頑丈࡞構造࡛ありࡀ࡞らࣁイࣃワーを感ࡌさせ࡞いࢨࢹイン 

 1 台 3 役㸦アンテナスイッチ、アンテナチューナー、リࢽアアンプ㸧 
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2. 開梱から接続まで 

ここ࡛ࡣ、TL-933  ࠋ準備ま࡛につい࡚説明しますࡢ開梱から運用ࡢ

 

2.1 付属品 

以下ࡢ付属品をࡈ確認くࡔさいࠋ 

No. 名  称 数 量 

1 取扱説明書 1 

2 保証書 1 

3 アンケート࢞ࣁキ 1 

4 操作ࣃネル用目隠し板㸦取付ࡌࡡ 4 本を含ࡴ㸧 1 

5 操作ࣃネル取付台㸦取付ࡌࡡ 4 本、六角ナット 4 本を含ࡴ㸧 1 

6 操作ࣃネル－本体間接続用ケーࣈル㸦2m㸧 1 

7 コントロールケーࣈル㸦3m㸧 1 

8 本体用予備ヒューࢬ㸦25A㸧 2 

9 PA 用予備ヒューࢬ㸦10A㸧 2 

10 キャップ㸦大㸧㸦背面ࣃネル INPUT A  INPUT B 用㸧 1 

11 キャップ㸦小㸧㸦背面ࣃネル CONTROLLER 用㸧 1 

12 トランシーバ接続コネクタ用プラ2 ࢢ 

13 トランシーバ接続コネクタ用プラ࢝ࢢバー 2 
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2.2 設 置 

ＴＬ－㸷㸱㸱ࡣ、シャックࡢスペースに合わせ、縦置き、横置き、セࣞࣃートࡢ㸱通りࡢセッテンࡀࢢ

可能࡛すࠋ 

 

2.2.1  縦置きでお使いの場合 

お買い上ࡆ時ࡣ、縦置き࡞っ࡚います࡛ࡢ、そࡢまま設置し࡚くࡔさいࠋ 

ࠋありますࡀコネクタ㸦CONTROLLER㸧ࡿート࡛使う場合に使用すࣞࣃお、背面にセ࡞

こࡢコネクタに付属品ࡢキャップ㸦小㸧をかぶせ࡚くࡔさいࠋ 

 

2.2.2  横置きでお使いの場合 

操作ࣃネルを右図ࡢように横にすࡿ必要ࡀありますࠋ 

(1) 操作ࣃネル４ࡢつࡌࡡࡢを外しますࠋ 

(2) 操作ࣃネルを静かに取り出しますࠋ 

(3) 操作ࣃネルを㸷㸮度回転させますࠋ 

(4) 操作ࣃネル４ࡢつࡌࡡࡢを締めますࠋ 

(5) 縦置き時ࡢ底面側ࡢ 4 つ࣒ࢦࡢ足、右側面ࡢ 4 つࡌࡡࡢを交換し࡚ࡈ使

用くࡔさいࠋ 

コネクタにࡢこࠋありますࡀコネクタ㸦CONTROLLER㸧ࡿート࡛使う場合に使用すࣞࣃお、背面にセ࡞

付属品ࡢキャップ㸦小㸧をかぶせ࡚くࡔさいࠋ 
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2.2.3  セパレートでお使いの場合 

 操作ࣃネルを取り出し、代わりに操作ࣃネル用目隠し板を取り付けࡿ必要ࡀありま

すࠋ 

 本体操作ࣃネルをケーࣈル࡛接続しますࠋ取り出した操作ࣃネルに台を付けࡿ

必要ࡀありますࠋ 

 必要࡞部品ࡣ、付属品し࡚添付さ࡚ࢀいますࠋ次ࡢ手順࡛作業を行っ࡚くࡔさいࠋ 

(1) 操作ࣃネル４ࡢつࡌࡡࡢを外しますࠋ 

(2) 操作ࣃネルを静かに取り出しますࠋ 

(3) 操作ࣃネルに付い࡚いࡿコネクタ両側ࡌࡡࡢを外し࡚から、コネクタを抜い࡚くࡔさいࠋこࡢ時操

作ࣃネルを手前に傾け、本体内部にࡌࡡを落さ࡞いように充分注意し࡚くࡔさいࠋ㸦こࡣࡌࡡࡢイ

ンチピッチに࡞っ࡚います࡛ࡢ、紛失し࡞いよう大切に保管し࡚くࡔさいࠋ㸧 

(4) 本体側ࡢコネクタࡣ、図 1  ࠋように本体内部に固定しますࡢ

(5) 操作ࣃネル用目隠し板を４ࡌࡡ個࡛固定します 

(6) 取り出した操作ࣃネルに操作ࣃネル取付台を取り付けますࠋ取付ࡣ、ヒンジを開いた状態࡛行いま

すࠋ㸦図 2、図 3㸧 

(7) 付属ࡢ六角ナットを操作ࣃネルࡌࡡࡢに取り付けますࠋ 

(8) 付属ࡢケーࣈルに࡚操作ࣃネル背面ࡢコネクタ本体背面ࣃネルࡢ CONTROLLER コネクタ㸦3.2

項参照㸧を接続しますࠋ 

(9) セࣞࣃート࡛お使いࡢ場合ࡣ付属ࡢキャップ㸦小㸧ࡣ使用しませࠋࢇ 

(10) 操作ࣃネルを使用し易い角度に調整し࡚、ࡈ使用下さいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

    図 1     図 2    図 3 
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2.3 設置場所について  

TL-933 注意点をお守りࡢ次ࡣ設置にあたっ࡚ࠋさいࡔ上に設置し࡚くࡢ良いしっかりした台ࡢ風通し、ࡣ

くࡔさࡿようお願いしますࠋ 

 

注意 
 

 ●テレビやラࢪオの近くには設置しないでください。 

電波障害を与えたりࠊ受けたりする原因となることがあります。 
 

 ●RTTY 装置やパソコンの近くには設置しないでください。 

 。イズを受信する原因となることがありますࣀ
 

 ●直射日光が当たる場所なࠊ異常に温度が高くなる場所には設置しないでください。 

内部の温度が上がりࠊケースや部品が変形࣭変色したりࠊ火災の原因となることがありま

す。 
 

 ●湿気の多い場所ࠊほこりの多い場所ࠊ風通しの悪い場所には設置しないでください。 

火災࣭感電࣭故障の原因となることがあります。 
 

振動の多い場所には設置しないでください。しっかりとしࠊらついたྎの上や傾いた所ࡄ● 

た水平なྎまたは机に設置してください。 

落ࡕたりࠊ倒ࢀたりしてけがの原因となることがあります。 
 

 ●調理ྎや加湿器のそࡤな油煙や湯気が当たるような場所には設置しないでください。 

火災࣭感電࣭故障の原因となることがあります。 
 

 

ࡀお、室温࡞ 30℃を超えࡿ場所や吸排気ࡢ十分に行わ࡞ࢀい場所࡛࡞お使いࡢ場合、連続キャリア送信

時に過熱アラーࡀ࣒発生すࡿこࡀありますࡀ、故障࡛ࡣありませࠋࢇ 
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注意 
 

 ●壁や物に密着させないでください。 

TL-933 は空冷ファンによる強制クーリングシステムを採用しています。このため十分な冷

却効果を得らࢀるようࠊ本機の操作面および背面に十分なスペースを取って設置してくだ

さい。 
 

 

15cm 以上後

50cm 以上前吸気

TL-933

上面から見た図  
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2.4 電源について 

(1) 電源電圧と出力の関係について 

TL-933 を AC100V ࡀ周波数࡛出力電力ࡢ全࡚、ࡣ場合ࡢ使用ࡈ電源電圧࡛ࡢ 500W に設定さࢀますࠋ

AC200V 設定㸦5.5ࡢップスイッチࢹ、ࡣ場合ࡢ使用ࡈ電源電圧࡛ࡢ 項参照㸧により、出力電力ࡀ

500W 又ࡣ 1000W に設定さࢀますࠋ 

お買い上ࡆ時ࡣ、HF 帯࡛ࡣ 1000W、50MHz 帯࡛ࡣ 500W に設定さ࡚ࢀいますࠋ 

(2) AC200V の敷設について 

AC200V ラインࡢ敷設につい࡚ࡣ、最寄りࡢ電力会社またࡣ代理店にࡈ相談くࡔさいࠋ 

(3) 電源プラグについて 

TL-933 AC100V、ࡣルにࣈ電源ケーࡢ AC200Vࠋいます࡚ࢀ取り付けらࡀࢢ標準プラࡢ 電源電圧࡛ࡢ

TL-933、ࡣ場合ࡢ使用ࡈ 使ࡈに交換し࡚ࡢ合ったもをコンセント形状ࢢ電源プラࡢルࣈ電源ケーࡢ

用くࡔさいࠋお客様ࡀ電源プラࡢࢢ交換を誤った場合ࡢ故障につきまし࡚ࡣ、当社ࡣ一切そࡢ責任を

負いませ࡛ࡢࢇ、あらかࡌめࡈ了承くࡔさいࠋ 

(4) 電源電圧の切替 

TL-933 AC100～240V、ࡣ ジャンࡢためࡢ電源電圧切替ࠋ電圧を内部࡛自動的に切り替え࡚いますࡢ

 ࠋさいࡔ手順࡛行っ࡚くࡢ次、ࡣ㝿ࡢ電源電圧切替、ࡀࢇありませࡣ࡞ーや設定ࣃ

a) TL-933 ࡢ PA をオフにした状態࡛ 1 分間以上放置しますࠋ 

b) AC プラࢢをコンセントから外し、プラࢢを交換しますࠋ 

c) AC プラࢢを新しい電圧ࡢコンセントに差し込ࡳますࠋ 

(5) 電流容量 

TL-933 AC100V、ࡣ電源ラインにࡢ 電源により 500W を出力し࡚いࡿ時࡛約 15A ࠋますࢀ流ࡀ電流ࡢ

また、AC200V 電源により 1000W を出力し࡚いࡿ時࡛約 13A TL-933ࠋますࢀ流ࡀ電流ࡢ 同時に使

用し࡚いࡿ他ࡢ設備㸦トランシーバ࡞㸧や家庭用電化製品ࡢ࡞消費電流も計算に入࡚ࢀ、十分࡞

電流容量ࡢ AC 電源ラインを使用し࡚くࡔさいࠋ 

AC100V ラインࡢ電流容量に十分࡞余裕ࡀ得ら࡞ࢀい場合にࡣ、AC200V ラインࡈࡢ使用をお勧めし

ますࠋ 

(6) 電源アースについて 

コンセントに GND 端子ࡀあࡿ場合にࡣ、必ず黒色ࡢ線を GND 端子に接続し࡚くࡔさいࠋ 
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2.5 トランシーバについて 

TL-933 を定格出力電力࡛お使いいたࡔくためにࡣ、エキサイタし࡚ 100W タイプࡢトランシーバまたࡣ

送信機ࡀ必要࡛すࡈࠋ使用ࡢ前に、トランシーバ出力ࡢ RF インピーࢲンスࡀ 50Ω࡛あࡿこを、トラン

シーバࡢ取扱説明書࡛ࡈ確認くࡔさいࠋ 

アンテナࡢ整合を取ࡿために、30～100W 出力電ࡢトランシーバࠋ必要࡛すࡀトランシーバ出力電力ࡢ

力ࡀ 30W 以下ࡢ場合にࡣアンテナࡢ整合ࡀ正常に行わࢀませࠋࢇ 

また、トランシーバࡢ出力電力ࡀ 100W を超えࡿ、次ࡢよう࡞状態にࡿ࡞こࡀありますࠋ 

 

㸨 オーバードライࣈにࡿ࡞ため、アラーࡀ࣒発生すࡿ 

㸨 出力信号波形に歪ࡀ生ࡌ、送信電波ࡢ質ࡀ劣化すࡿ 

 

こࡢよう࡞状態を防ࡄため、トランシーバࡢ出力ࡀ常に適正ࣞベルにࡿ࡞ように外部 ALC 信号ラインを必

㸦2.8ࠋさいࡔ接続し、調整を行っ࡚くࡎ 項をࡈ参照下さい㸧 
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2.5.1  ケンウッࢻ製トランシーバについて 

ケンウッド製トランシーバ࡛ TL-933 をお使いいたࡔく場合ࡣ、以下ࡢ機種ࡀ対象࡞りますࠋ機種によ

り設定や操作ࡀ異࡞ります࡛ࡢ、内容をよくࡈ確認ࡢ上ࡈ使用くࡔさいࠋ 

 

対象機種 

 
周波数 

トラッキンࢢ 

オート 

チューン操作 

チューン時 

出力電力設定 

電源スイッチ 

連動 
IF-232C 

マࢽュアル注8

操作 

TS-2000S/SX ○ ○注 3 自動 ○ 不要 ○ 

TS-480HX/SAT ○ ○注 3 自動 ○ 不要 ○ 

TS-570S/SG △注 1 ○ 自動 ○ 不要 ○ 

TS-870S △注 1 ○注 3 自動 ○ 不要 ○ 

TS-450S/SAT ×注 2 ○注 4 手動注 5 ○ 必要注 7 ○ 

TS-690S/SAT ×注 2 ○注 4 手動注 5 ○ 必要注 7 ○ 

TS-850S/SL ×注 2 ○注 4 手動注 5 ○ 必要注 7 ○ 

TS-950SD/SDX ×注 2 ○注 4 手動注 5 ×注 6 必要注 7 ○ 

注 1 ：TS-570S/SG および TS-870S ࡣ PC コマンドࡢ制限ࡢため、ࠕ区間指定メモリにおけࡿ周波数変更時ࠖ

最大、ࡣ周波数一時可変ࠖを行った場合ࡢ標準メモリࠕ 1.5 秒後࡛࡞いリࢽアアンプࡣトラン

シーバࡢ周波数変更を検知࡛きませࠋࢇ 

注 2 ：こࡢ機種ࡣ PC コマンドࡢ制限ࡢため、リࢽアアンプからトランシーバࡢ送信周波数を知ࡿこࡀ

࡛きませࠋࢇ送受周波数ࡀ一致し࡞い運用㸦スプリット࡞㸧に対応࡛き࡞いため、周波数トラッ

キンࢢ動作ࡣ不可能࡛すࠋ 

注 3 ：オートチューン操作を行う時に、リࢽアアンプからࡢコマンド࡛トランシーバࡢモードを FSK にし

࡚行いますࠕࠋFSK モࢽターࠖ機能ࡀ ON ࡀこࡿࢀ出力さࡀタ音ࢽ中にモࢢンࢽ場合、チューࡢ

ありますࠋ 

注 4 ：操作前ࡢモードに関係࡞くオートチューン操作終了後モードࡣすべ࡚ FSK モードに࡞ります࡛ࡢ、

元ࡢモードに戻し࡚くࡔさいࠋ 

注 5 ：こࢀらࡢ機種࡛ࡣ送信ࣃワーをコマンド࡛可変すࡿこ࡛ࡀきませ࡛ࡢࢇ、チューࢽンࢢに必要࡞

出力電力ࡣ手動࡛設定し࡚くࡔさいࠋ 

注 6 ：TS-950SD/SDX 外部ࡣ AT コネクタを持っ࡚い࡞いためこࡢ機能ࡀ動作しませࠋࢇ 

注 7 ：IF-232C  ࠋますࢀために使わࡢりやりࡢモード切替、コマンドࡢチューン時ࡣ

注 8 ：マࢽュアル操作㸦一般的࡞リࢽアアンプし࡚ࡢ操作㸧ࡣ、上ࡢ表ࡢ対象機種すべ࡚に対応しますࠋ

こࡢ場合、注 7 ࡣ機種࡛ࡢ IF-232C  ࠋ不要࡛すࡀ
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2.6 アンテナについて 

TL-933 に接続すࡿアンテナにࡣ、インピーࢲンスࡀ 50Ω系ࡢも࡛ࡢ、許容入力電力ࡀ 2kW PEP 以上ࡢも

注意ࡈ十分ࡣアンテナ࡛ࡢタイプࡿい࡚ࢀ装着さࡀ特に、トラップコイルやバランࠋさいࡔをお選びくࡢ

くࡔさい㸦入力電力ࡀアンテナࡢ許容入力電力値を超えࡿ、トラップコイルやバラントランスを焼損す

またࠋあります㸧ࡀこࡿ TL-933 ࡀンスࢲインピー、ࡣルにࣈ同軸ケーࡿを接続すアンテナ 50Ω系ࡢ

も࡛ࡢ、許容通過電流に十分࡞余裕ࡀあࡿもࡢをお選びくࡔさいࠋ 

 

TL-933 に内蔵さ࡚ࢀいࡿアンテナチューナー回路ࡣ、VSWR アンテナ㸦50MHzࡢ㸱以下ࡀ ࡣ VSWR ࡀ 2

以下ࡢアンテナ㸧に対し࡚整合ࡀ取ࡿࢀように設計さ࡚ࢀいますࠋ 

TL-933ࠕࡣࡢいうたࠖࢀ取ࡀ整合ࠕࡢお、ここ࡛࡞ から見た VSWR 値を下ࡆたࠖいう意味࡛、ࠕアン

テナࡢ性能を上ࡆたࠖいう意味࡛ࡣありませࠋࢇ 

したࡀっ࡚、アンテナからࡢ放射効率を上ࡿࡆために、上記ࡢ整合可能࡞ VSWR 範囲にかかわらず、࡛き

ࡀンスࢲけインピーࡔࡿ 50Ωに近いアンテナをお使いいたࡔきますようお願いしますࠋ 
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2.7 アースについて 

注意
感電事故を防ぐため、またスプリアス輻射による他機器への障害を防ぐため、必ず良好な

アースを接続してください。

アースにࡣ市販ࡢアース棒またࡣ銅板を用い、࡛きࡔࡿけ太い銅線またࡣ銅テープを使用し

࡚、TL-933  ࠋさいࡔ間を最短距離࡛接続し࡚くࡢ

ットパイプは絶対にアーࢪガス配管や配電用のコン、࡛ࡢります࡞原因ࡢ事故࡞お、大き࡞

スとして使用しないでください。
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2.8 トランシーバおよびアンテナとの接続 

TL-933 電源スイッチをࡢ各機器、ࡣ接続ࡢトランシーバ OFF にし、電源プラࢢをコンセントから抜

いた状態࡛行っ࡚くࡔさいࠋ

TL-933  ࠋ㸱種類࡛すࡢ次、ࡣルࣈケーࡿ間࡛接続すࡢトランシーバ

詳しく2.8.1ࠕࡣ ケンウッࢻ製トランシーバとの接続ࠖ以降をࡈ覧くࡔさいࠋ 

1) RF 信号ライン

トランシーバからの RF 励振信号を TL-933 へ供給します。

必ࡎ 50Ωの同軸ケーブルを使用してください。5D-2V 相当品以上のものを使用することをお奨めします。 

2) アースライン

トランシーバの筐体と TL-933 筐体との間の電位レベルを合わせࠊ動作を安定にします。

3) コントロール信号ライン

トランシーバと TL-933 との間でいろいろな制御を行うための各種信号を伝送します。

コントロールケーࣈルࡣ、トランシーバࡢ種類や布線ࡢ長さに合わせ࡚自作し࡚くࡔさいࠋ

コントロールケーࣈルに使用すࡿコネクタプラࢢ(TL-933 側、D-SUB/15P)ࡣ付属品し࡚添付さ࡚ࢀいま

すࠋ

TL-933 にࡣＡ、㹀２台ࡢトランシーバを接続すࡿこ࡛ࡀきます２ࠋ台ࡢトランシーバをお使いにࡿ࡞

きࡣ、ＲＦ信号ラインࡢ同軸ケーࣈル及びコントロールケーࣈル２ࡣ本必要࡞りますࠋ㸯台ࡢトランシ

ーバをお使いにࡿ࡞きࡣ、ＲＦ信号ラインࡢ同軸ケーࣈル及びコントロールケーࣈルࡣ㸯本必要࡞り

ますࠋこࡢ場合、お使いに࡞ら࡞いトランシーバ側ࡢコントロールコネクタに付属ࡢキャップをし࡚おく

こをお勧めしますࠋ

また、Ａ、㹀ࡢトランシーバアンテナࡢ接続ࡣ㸱通りࡢ方法ࡀありますࠋ詳しく5.3ࠕࡣ トランシー

バアンテナࡢ接続モードࡢ設定ࠖをࡈ参照くࡔさいࠋ

ケンウッド製トランシーバを２台ࡈ使用にࡿ࡞場合ࡣ、TL-933 に付属し࡚いࡿコントロールケーࣈル㸦部

品番号 E30-3473-㸨8㸧ࡀ新たに必要࡞りますࠋコントロールケーࣈルࡢ入手につきまし࡚ࡣ、ケンウッ

ド・サービスセンターにお問い合わせくࡔさいࠋ

警告

●送信中は同軸コネクタに触れないでください。感電する恐れがあります。
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2.8.1  ケンウッࢻ製トランシーバとの接続 

1. 接続図

●TS-2000S/SXࠊTS-570S/SGࠊTS-870S の場合

イラストࡣ TS-2000SX ࡛すࠋ

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

EXT. SP2

8ΩPANELCOM

ANT 2 ANT 1

ANT

144

AT ANT 1.2G

DC

13.8V

ANT

430

EXT. SP1

8Ω ACC2EXT. CONT REMOTE
HF

RX ANT

PADDLEKEY
GND

2 1

A N T1またはA N T2のどちらか一方に接続してください。 

TS-2000SX背面 

同軸ケーブル 

コントロールケーブル 

アンテナ 
（5本まで接続できます） 

A C 100-240V  
50/60H z

アースケーブル 

アース 

●TS-950SD/SDXࠊTS-850S/SVࠊTS-690S/SATࠊTS-450S/SAT の場合

イラストࡣ TS-450S ࡛すࠋ

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

同軸ケーブル 

※1

※2

コントロールケーブル 

アンテナ 
（5本まで接続できます） 

A C 100-240V  
50/60H z

アースケーブル 

アース 

TS-450S背面 

TS-450S左側面 

IF-232C

※1 ：TS-950SD/SDX 6、ࡣ ピンコネクタを外付け AT 端子に接続しませࠋࢇ

※2 ：IF-232C へ接続すࡿにࡣ、D-sub 9 ピン25 ピンࡢ変換アࢲプタࡀ必要࡛すࠋ

●TS-480HX/SAT の場合

TS-480HX/SATに付属の取扱説明書をご覧くださいࠋ



TL-933 

2.8 トランシーバおよびアンテナとの接続 15 

2. コントロールケーࣈル

以下ࡢ接続図を参照し࡚、付属ࡢコントロールケーࣈル࡛トランシーバリࢽアアンプ TL-933 を接続し

࡚くࡔさいࠋ

7ピンD INプラグ 
トランシーバ 
REM O TE端子へ 

トランシーバCO M 端子または 
IF-232C  D -Sub25ピン端子へ※2

トランシーバ 
外付けA T端子へ 

9ピンD -Subコネクタ 15ピンコネクタ 

6ピンコネクタ※1

コントロールケーブル 

3m

リニアアンプ 
TL-933 
IN PU TAまたは 
IN PU TBコネクタへ 

※1： TS-950SD /SD Xは、6ピンコネクタを外付けA T 
端子に接続しません。 

※2： IF-232Cへ接続するには、D -Sub9ピン⇔25ピン 
の変換アダプタが必要です。 

2 2

3 3

1 5

4 7

6 8

12 7

13 G N D

5 6

9 G N D

11 3

14 6

15 1

R X D

TX D

G N D

R TS

C TS

TX 12V

G N D

A LC

G N D

Stand by

14S

E

8

10

R X D

リニアアンプ 
TL-933側 トランシーバ側 

TX D

E

R TS

C TS

TX 13.8V

E

A LC

E

SEN D

＋13.8V

E

TX

M IC  M U TE

白 

白 

黒 

赤 

青 

緑 



TL-933 

16 2.8 トランシーバおよびアンテナとの接続 

2.8.2  一般的なトランシーバとの接続 

1. 接続図

ここ࡛ࡣ、Ａトランシーバ入力を使用すࡿ場合ࡢ接続を示しますࠋ㹀トランシーバ入力を使用すࡿきࡣ、

同軸コネクタ INPUT B、コントロールコネクタ INPUT B に接続し࡚くࡔさいࠋ 

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

アースケーブル

電鍵

アンテナ㸦５本接続可能㸧

アース

コントロール

ケーブル

トランシーバ AC100~240V 

50/60Hz 

同軸ケーブル

注㸧

注㸧電鍵ࡢ接続につい࡚2.8.3、ࡣ 項をࡈ参照くࡔさいࠋ 

2. トランシーバࡢ接続方法㸦コントロールケーࣈル㸧

各端子ࡢ詳しい様につきまし࡚2.8.3、ࡣ 項をࡈ参照くࡔさいࠋ

ケーࣈルにࡣ、࡛きࡔࡿけシールド線をお使いくࡔさいࠋ中࡛も ALC ラインࡣ高周波誘ᑟ㸦回り込ࡳ㸧ࡢ

影響を受けやすいため、特にࡈ注意くࡔさいࠋ
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2.8.3  接続資料 

TL-933  ࠋります࡞ようにࡢ次、ࡣ様ࡢコントロールコネクタࡢ

・・・・・・・
・・・・・・・・

8 1 

9 15 

付属ࡢコネクタをࣁンࢲ付面から見たピン番号

ピン

番号
名 称 説 明

㸯 E アースに接続し࡚くࡔさいࠋ

２ RXD シリアル信号ࢹータ

㸱 TXD シリアル信号ࢹータ

４ TX MUTE
トランシーバに対し࡚、送信を禁止しますࠋ

㸦Ｌ㹍㹕ࣞベル࡛禁止㸧

㸳注㸯 ALC 
ＡＬＣ信号、㸮～－㸯㸮㹔、トランシーバࡢ

出力電力を制御しますࠋ

６ RL
POWER ࡀ㹍㹌ࡢ時にアースࣞベル、

POWER ࡀ㹍ＦＦࡢ時ࡣオープン 

㸵 E アースに接続し࡚くࡔさいࠋ

㸶注㸯 TX トランシーバࡢ送信時にアースࣞベルࠋࡿ 

㸷 E アースに接続し࡚くࡔさいࠋ

㸯㸮 MIC MUTE 

㸯㸯注㸯 SEND
㹑ＥＴ及びＴ㹓㹌Ｅ動作時にアースࣞベル

ࠋります࡞

㸯２注㸯 TX 13.8V 
トランシーバࡢ送信時に㸯㸱㸬㸶㹔ࡀ出力さ

 ࠋ送受信を切り換えますࡢアアンプࢽリ、ࢀ

㸯㸱 E アースに接続し࡚くࡔさいࠋ

㸯４ 13.8V 
トランシーバࡢ電源に連動し࡚㸯４㹔ࡀ出

力さࢀますࠋ

㸯㸳 E アースに接続し࡚くࡔさいࠋ

注㸯：ピン番号㸳、㸶、㸯㸯、㸯２ࡢ接続ࡣシールド線をࡈ使用くࡔさいࠋ
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コネクタへの接続

次ࡢ接続図を参考にし࡚、お客さまࡢトランシーバに適合すࡿコントロールケーࣈルを作成し࡚くࡔさいࠋ 

一般的なトランシーバ

TL-933 

 SEND
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スタンバイ信号の接続方法㸦８１ࠊ㸰番ピン㸧

スタンバイ信号ࡣトランシーバࡀ受信から送信に切り替わったき、リࢽアアンプを送信状態にすࡿため

必ず、࡛ࡢࢇきませ࡛ࡀこࡿアアンプを動作させࢽリ、ࡤࢀけ࡞スタンバイ信号を接続しࠋ信号࡛すࡢ

接続し࡚くࡔさいࠋ

スタンバイ信号㸦送受信ࡢ状態を示す信号㸧ࡣトランシーバࡢ機種によっ࡚出力方法ࡀ異࡞りますࠋ

トランシーバࡢ取扱説明書をおㄞࡳに࡞り、次ࡢちらか一方ࡢ方法࡛接続し࡚くࡔさいࠋ

 送信時にアースにࡿ࡞信号ࡢ場合

トランシーバࡢ多くࡣ、こࡢ信号ࡀ出力さ࡚ࢀいますࠋ

TL-933 約ࡣ電流ࡿࢀ流ࠋさいࡔ㸶番ピン㸦TX㸧に接続し࡚くࡢࢢコントロールプラࡢ 5mA ࡛すࠋ

またトランシーバࡀ受信状態ࡢき12、ࡣV を超えࡿ電圧ࡀかから࡞いこを確認し࡚くࡔさいࠋ

こࡢ接続をした場合、12 番ピン㸦TX 13.8V㸧に࡞、ࡣにも接続し࡞い࡛くࡔさいࠋ

 送信時に DC12～15V㸦H ࣞベル㸧ࡀ出力さࡿࢀ信号ࡢ場合

TL-933 ࡢࢢコントロールプラࡢ 12 番ピン㸦TX 13.8V㸧に接続し࡚くࡔさいࠋ流ࡿࢀ電流ࡣ約 5mA ࡛すࠋ

こࡢ接続をした場合8、ࡣ 番ピン㸦TX㸧に࡞ࡣにも接続し࡞い࡛くࡔさいࠋ

＋12V

TX

Tx13.8V

2
.2
kΩ
 

2
.2
kΩ
 

＋5V

＋5V

(8)

(12)

LO W  : 送信 

H IG H  : 受信 

TL-933 内部ࡢ回路図㸦CDJ-1801㸧 

ご注意

トランシーバからのスタンバイ信号を接続しないとࠊオートチューン操作ができませࢇので注意して

ください。
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強制送信信号の接続方法㸦11 番ピン㸧 

こࡢ信号を接続すࡿオートチューン、SET 操作を行うき、トランシーバࡀ自動的に送信状態に࡞りま

すࠋ

こࡢ信号を接続し࡞く࡚も基本的࡞動作に影響ࡣありませࡀࢇ、接続すࡿこ࡛ス࣒ー࡞ࢬ運用を行えま

すࠋ

こࡢ信号ࡣ、TL-933 トランシーバに対し࡚ࡀ RF 信号を要求すࡿき、アースࣞベルに࡞りますࠋ要求し

࡚い࡞いきࡣ、オープン状態に࡞っ࡚いますࠋ

トランシーバ側ࡢ端子࡛、アースに接続すࡿ送信状態に切り替わࡿ端子ࡀあࡤࢀ接続し࡚くࡔさい࡞ࠋ

い場合ࡣ PTT 端子に接続し࡚くࡔさいࠋ

さらに、CW 電鍵にも接続し࡚おく、ࡣ運用を行う場合ࡢ SET 及び TUNE 出ࡀ㝿に自動的にキャリアࡢ

力さࢀます࡛ࡢ便利࡛すࠋ

電鍵に接続すࡿきにࡣ、極性に注意し࡚くࡔさいࠋまた、終段に真空管を使用し࡚いࡿトランシーバ࡞

ࠋさいࡔい࡛く࡞接続しࡣ場合ࡿかかっ࡚いࡀ電圧ࡢ電鍵に負、࡛

(11)(C D 1)

マイコンの 
ポ－ト 

電鍵入力 

（強制送信端子） 

－  ＋ 電鍵 

トランシーバ TL-933

CD1： トランシーバによっ࡚ࡣ必要࡞りますࠋ通常ࡣ直接接続し࡚く

ࠋさいࡔ

㸦SET を押す、送信したままに࡞っ࡚しまう時に必要㸧  

㸦小信号ࡢシリコンࢲイオード㸧

ご注意

電鍵に強制送信信号を接続する場合はࠊ負の電圧がかかっていないか確認してください。

負の電圧がかかっている時にはࠊ絶対に 11 番ピンの信号を接続しないでください。 

終段に真空管を使用しているトランシーバの場合には特に注意してください。
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オートパワーON/OFF 信号の接続方法㸦14 番ピン㸧

トランシーバࡢ電源に連動した DC12～15V(最大 0.2A)を接続すࡿこ࡛、TL-933 ࠋ電源を制御࡛きますࡢ

トランシーバ側ࡢ端子࡛、電源ࡢ ON/OFF に連動し࡚ 12～15V ࠋさいࡔ端子を接続し࡚くࡿࢀ出力さࡀ

TL-933 

AC100～240V 

入力 
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3. 各部の名称と機能

ここ࡛ࡣ、操作ࣃネル背面ࣃネルࡢ各部ࡢ名称そࡢࢀࡒࢀ機能につい࡚図࡛説明しますࠋ

3.1 操作パネル 

2

9 13 1011

12

3
4

1

5 6 7 8

14

ձ POWER スイッチ 
ON き、LEDࡢ アアࢽリࡣ点灯し、アンテナチューナーモードまたࡀ

ンプモードに࡞りますࠋOFF ࡛アンテナスイッチモードに࡞りますࠋ

ղ PA スイッチ PA ࡢ DC 電源を ON/OFF しますࠋON ࡛リࢽアアンプモードに࡞りますࠋ 

ճ METER㸯スイッチ メーター㸯ࡢ指示㸦出力電力 Po ࡢアンテナ VSWR㸧を切り換えますࠋ 

մ METER２スイッチ 
メーター２ࡢ指示㸦PA ࡢ DC 電圧 VD、電流 ID、ALC ࣞベル及びヒー

トシンクࡢ温度㸧を切り換えますࠋ

յ SET スイッチ 

トランシーバࡢ周波数をㄞࡳり、メモリからアンテナ整合ࢹータをㄞ

SETࠋスイッチ࡛すࡿ各素子をセットすࡢ出し、整合部ࡳ ࡣ動作中ࡢ

LED ࠋ点灯しますࡀ

ն TUNE スイッチ 
アンテナࡢ自動同調を行い、メモリに整合ࢹータをプリセットすࡿスイ

ッチ࡛すࠋTUNE ࡣ動作中ࡢ LED ࠋ点灯しますࡀ

շ INPUT スイッチ 入力すࡿトランシーバを選択すࡿスイッチ࡛すࠋ

ո ANTENNA スイッチ アンテナを選択すࡿスイッチ࡛すࠋ

չ メーター㸯 出力電力 Po ࡢアンテナ VSWR を指示しますࠋ 

պ メーター２
PA ࡢ DC 電圧 VD、電流 ID、ALC ࣞベル及びヒートシンクࡢ温度を表

示しますࠋ

ջ 中央表示器 動作中ࡢ周波数バンド、自動同調動作、アラー࡞࣒を表示しますࠋ

ռ XMT インジケーター 送信時点灯しますࠋ

ս MATCH インジケーター 

整合部ࡢ整合状態を示しますࠋ

緑点灯：整合良好

橙点灯：整合不良

վ DRIVE インジケーター 

トランシーバからࡢ励振状態を示しますࠋ

緑点灯：適正入力

橙点灯：過入力
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3.2 背面パネル 

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ձ ճ յ

ն

շ

ո

չ

ս ջ պ

ռ

ղ մ

ձ INPUT A コネクタ 
Ａ系統用トランシーバࡢインターフェース用信号を接続しますࠋ

㸦㸯㸳㹎 㹂サࣈコネクター㸧

ղ ALC A トランシーバ A の ALC レベルを調整するための可変抵抗です。

ճ INPUT B コネクタ 
㹀系統用トランシーバࡢインターフェース用信号を接続しますࠋ

㸦㸯㸳㹎 㹂サࣈコネクター㸧

մ ALC B トランシーバ B の ALC レベルを調整するための可変抵抗です。

յ CONTROLLER コネクタ 
操作ࣃネルを独立させࡿ時に、制御ケーࣈルを接続しますࠋ

㸦㸷㹎 㹂サࣈコネクター㸧

ն
POWER SUPPLY CONT 

スイッチ
電源ࡀ連動࡛きࡿトランシーバࡢ場合ＥＸＴＥＲ㹌ＡＬに、非連動

ࠋ場合使用時㹍㹌に設定しますࡢ

շ ヒューࢬ㸦25A㸧 AC 入力側のメインヒューズです。 

ո GND アースを接続しますࠋ

չ 電源ケーࣈル(100V～240V) 商用ＡＣラインへ接続しますࠋ㸦ワイドࣞンジ入力㸧

պ INPUT A Ａ系統用トランシーバを接続しますࠋ㸦㹋型同軸コネクター㸧

ջ INPUT B 㹀系統用トランシーバを接続しますࠋ㸦㹋型同軸コネクター㸧

ռ ANTENNA A㸯～４ アンテナ㸯～４を接続しますࠋ㸦㹋型同軸コネクター㸧

ս ANT B 㹀系統用ࡢアンテナを接続しますࠋ㸦㹋型同軸コネクター㸧

警告

●送信中は同軸コネクタに触れないでください。感電する恐れがあります。



TL-933 

4.1 準 備 25 

4. 基本操作

ここ࡛ࡣ、基本的࡞運用を行う上࡛必要࡞操作につい࡚説明しますࠋ

ご注意

 出力電力 1kW での運用を行うためにはࠊAC200V の電源が必要です。

4.1 準 備 

TL-933  ࠋさいࡔ点を確認し࡚くࡢ前に、次ࡿࢀ電源を入ࡢ

 電源コードࡀ正しく接続さ࡚ࢀいࡿか？

 アース線ࡀ正しく接続さ࡚ࢀいࡿか？

 アンテナへࡢ同軸ケーࣈルࡀ正しく接続さ࡚ࢀいࡿか？

 トランシーバへࡢ同軸ケーࣈルࡀ正しく接続さ࡚ࢀいࡿか？

 トランシーバへࡢコントロールケーࣈルࡀ正しく接続さ࡚ࢀいࡿか？

 トランシーバࡢ電源スイッチࡀ OFF に࡞っ࡚いࡿか？

 トランシーバࡢリࢽアコントロール信号ࡀ ON に࡞っ࡚いࡿか？

㸦TS-2000S/SX ューNo.28B：1ࢽューNo.28A：OFF、メࢽメࡢアアンプコントロールࢽリ、ࡣ場合ࡢ に

設定し࡚くࡔさいࠋ他ࡢ機種につい࡚ࡢ詳細ࡣ各々ࡢ取扱説明書をࡈ覧くࡔさいࠋ㸧

 TL-933 背面ࣃネルࡢ POWER SUPPLY CONT スイッチࡢ位置ࡀ “EXTERNAL” に࡞っ࡚いࡿか？

たࡔしトランシーバࡢ電源 TL-933 い機種㸦ケンウッド製トランシーバ࡞連動しࡀ電源ࡢ TS-950SD/

SDX㸧ࡣ POWER SUPPLY CONT スイッチࡢ位置を͆ON͇にし࡚くࡔさいࠋ



TL-933 

26  4.2 動作モーࢻと電源の入ࢀかた 

4.2 動作モーࢻと電源の入ࢀかた 

TL-933  、ࡣ

㸨 接続さ࡚ࢀいࡿトランシーバࡢ電源 ”ON”/”OFF” ࡢ状態 

㸨 背面ࣃネル上ࡢ POWER SUPPLY CONT スイッチࡢ位置 

㸨 操作ࣃネル上ࡢ POWER スイッチ および PA スイッチࡢ “ON” / “OFF”ࡢ状態 

によっ࡚、以下ࡢよう࡞ 3 通りࡢ動作をしますࠋ 

 

 動作㸦アンテナスイッチモード㸧ࡢし࡚アンテナスイッチࠖࠕ (1

接続さࢀたアンテナࡢ切替器し࡚動作しますࠋ 

TL-933 ࢀ直接アンテナスイッチへ供給さࡣ出力ࡢ整合を行わず、トランシーバࡢ増幅およびアンテナへࡣ

ますࠋ 

 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

スイッチ 

･･･ 

 

 

 動作㸦アンテナチューナーモード㸧ࡢし࡚アンテナチューナーࠖࠕ (2

アンテナチューナーおよびアンテナスイッチし࡚動作しますࠋ 

電力増幅ࡣ行わず、トランシーバࡢ出力ࡣそࡢままアンテナチューナー回路を経࡚、アンテナスイッチへ

供給さࢀますࠋ 

 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

チューナー 

 
アンテナ 

スイッチ 

･･･ 

 

 

 アアンプモード㸧ࢽ動作㸦リࡢし࡚アアンプࠖࢽリࠕ (3

リࢽアアンプ、アンテナチューナーおよびアンテナスイッチし࡚動作しますࠋ 

トランシーバࡢ出力ࡣリࢽアアンプ回路࡛電力増幅さࢀ、アンテナチューナー回路を経࡚、アンテナスイ

ッチへ供給さࢀますࠋ 

 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

チューナー 

 
アンテナ 

スイッチ 

 
リࢽアアンプ 

㸦PA㸧 

･･･ 
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4.2.1  POWER SUPPLY CONT スイッチの位置による TL-933 の動作の状態 

背面ࣃネルにあࡿ POWER SUPPLY CONT スイッチࡢ位置により、TL-933 状態ࠖࠕࡢ２通り࡞ようࡢ以下ࡣ

をりますࠋ 

 

1) “EXTERNAL” 位置ࡢき 

背面ࣃネルࡢコネクタ INPUT Aまたࡣ INPUT B 14ࡢ番ピンに接続さ࡚ࢀいࡿ信号電圧ࡢ状態によっ࡚、

TL-933 電源ࡢ ON/OFF  ࠋります࡞ようにࡢ次ࡣ状態ࡢ

㸨 INPUT A またࡣ INPUT B ࡚ࢀ両方に接続さࡣトランシーバ、またࡿい࡚ࢀか一方に接続さࢀいずࡢ

いࡿトランシーバから+12V～+15V DC 電源をࡢき㸦トランシーバࡿい࡚ࢀ供給さࡀ電圧ࡢ ON にし

たき㸧・・・TL-933  動作状態ࠖ(*1)ࠕࡣ

㸨 INPUT A またࡣ INPUT B トランシーバからもࡢࢀいずࡢ DC 電圧ࡀ供給さ࡚ࢀい࡞いき㸦トラン

シーバࡢ電源を OFF にしたき㸧・・・TL-933  停止状態ࠖ(*2)ࠕࡣ

 

2) “ON” 位置ࡢき 

TL-933 AC、ࡣ 電源ࡀ供給さ࡚ࢀいࡿ限り、常にࠕ動作状態ࠖ(*1)࡞りますࠋ 

 

 動作状態ࠖࠕ1*

 以下ࡢいずࢀかࡢ状態をいいますࠋこࡢき TL-933  ࠋいます࡚ࢀ通電さࡣ

㸨 ࠕアンテナスイッチࠖし࡚ࡢ動作状態 

㸨 ࠕアンテナチューナーࠖし࡚ࡢ動作状態 

㸨 ࠕリࢽアアンプࠖし࡚ࡢ動作状態 

停止状態 → 動作状態に࡞った直後ࡣ、前回ࡢ動作状態ࡀ再現さࢀますࠋ 

 

 停止状態ࠖࠕ2*

 TL-933 に通電さ࡚ࢀい࡞い状態࡛すࠋ 

こࡢ状態࡛ࡣ、TL-933 ࢀ供給さࡣアンテナにࡣ出力ࡢため、トランシーバࡿ停止し࡚いࡀ機能ࡢすべ࡚ࡢ

ませࠋࢇまた、受信も࡛きませࠋࢇ 

 

ご注意 

 ࠕ停止状態ࠖのときはトランシーバを送信状態にしないでください。 

 トランシーバの負荷となるリࢽアアンプがオープンになっているためࠊトランシーバの送信部に障

害が発生することがあります。 
 

 

4.2.2  電源を入ࢀる 

前項 4.2.1 に従っ࡚、TL-933 を停止状態から動作状態にし࡚下さいࠋこࡢきࡣアンテナスイッチモード

 ࠋります࡞状態に࡞ようࡢり、次࡞

POWER スイッチ “OFF” 

ANTENNA スイッチ 1  点灯ࡀ

INPUT スイッチ A  点灯ࡀ

中央表示器 消灯 

接続モードࠕࡣ接続モードࡢお、アンテナ࡞ 㸦5.3ࠋります࡞状態にࡢ1ࠖ 項をࡈ参照下さい㸧 
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 アンテナスイッチࠖとしての動作ࠕ  4.2.3

TL-933 ࡢネル上ࣃ動作状態࡛ࠖ、操作ࠕࡀ POWER スイッチࡀ ”OFF” ࡢきࡣ、TL-933 アンテナスイࡣ

ッチし࡚動作しますࠋ 

 ࠋࢇ点灯しませࡣメーター照明ランプࡢネルࣃ操作ࡣ時ࡢお、こ࡞

操作ࣃネル上ࡢ ANTENNA スイッチ内ࡢ LED 番号に対応し࡚点灯しࡢアンテナࡿい࡚ࢀ現在選択さ、ࡀ

ますࠋたࡔし、使用アンテナࡀ ANT B アンテナࡢネルࣃ操作、ࡣ場合にࡢ LED㸦㸯～４㸧ࡣ点灯しませ

 ࠋࢇ

 
 

 

 

 

TL-933 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

スイッチ 

･･･ 

 

補足説明 

 送信中はࠊアンテナを切り替えることができませࢇ。 
 

 

 

 アンテナチューナーࠖとしての動作ࠕ  4.2.4

TL-933 動作状態࡛ࠖ、POWERࠕࡀ スイッチࡀ “ON”、PA スイッチࡀ “OFF” ࡢきࡣ、TL-933 アンࡣ

テナチューナーおよびアンテナスイッチし࡚動作しますࠋ 

操作ࣃネル２ࡢつࡢメーター照明ࡀ点灯し、各スイッチࡢ LED  ࠋ点灯しますࡀ

操作ࣃネル中央部ࡢ中央表示器に表示さ࡚ࢀいࡿ周波数バンド࡛、アンテナࡢ整合を行いますࠋ 

 

 

 

 

 

 

TL-933 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

チューナー 

 
アンテナ 

スイッチ 

･･･ 

 

補足説明 

 以下のようなときはࠊ運用の前に必4.3ࠕࡎ オートチューン操作ࠖまたは4.4ࠕ SET 操作ࠖを行っ

てください。 

＊ 操作パネル上の中央表示器の表示が点滅しているとき 

＊ 運用周波数を変えるとき 

 アンテナチューナーとして動作している時にトランシーバを送信状態にするとࠊ操作パネル上の 

“XMT” インࢪケーターが点灯します。 

 点灯しないときはࠊトランシーバからのキー信号ラインの接続が不良です。 

 。正しく接続してくださいࠊトランシーバおよびアンテナとの接続ࠖをご覧になり 2.8ࠕ 

 トランシーバの出力電力はࠊ最大 100W でご使用ください。120W 以上の電力が本機に入力さࢀま

すとࠊ中央表示器に “A5” のアラームが表示さࠊࢀアンテナチューナーは動作しませࢇ。この場合ࠊ

トランシーバの出力電力を低減してご使用ください。 
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 アアンプࠖとしての動作ࢽリࠕ  4.2.5

TL-933 動作状態࡛ࠖ、POWERࠕࡀ スイッチࡀ “ON”、PA スイッチࡀ “ON” ࡢきࡣ、TL-933 アࢽリࡣ

アンプ、アンテナチューナーおよびアンテナスイッチし࡚動作しますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

TL-933 

 

トランシーバ 

 
アンテナ 

チューナー 

 
アンテナ 

スイッチ 

 
リࢽアアンプ 

㸦PA㸧 

･･･ 

 

 

リࢽアアンプ動作ࡢ手順ࡣ、次ࡢ通り࡛すࠋ 

(1) PA ON  ࡿ条件を整えࡢ

次ࡢ場合ࡣ、PA ࡀ ON に࡞りませࠋࢇ㸦 㸧内ࡢ操作を行っ࡚くࡔさいࠋ 

a) POWER ࡀ OFF 場合㸦POWERࡢ を ON にすࡿ㸧 

b) 操作ࣃネル上ࡢ中央表示器に何も表示さ࡚ࢀい࡞い場合㸦4.4 項参照ࡢ上、SET  操作を行う㸧ࡢ

c) 操作ࣃネル上ࡢ中央表示器ࡢ表示ࡀ点滅し࡚いࡿ場合㸦4.3 項参照ࡢ上、TUNE  操作を行う㸧ࡢ

d) アラーࡀ࣒発生し、操作ࣃネル上ࡢ中央表示器にアラー࣒表示ࡀ点灯又ࡣ点滅し࡚いࡿ場合 

㸦7 章を参照し、アラー࣒発生原因を取り除いた上࡛、POWER  再投入を行う㸧ࡢ

e) トランシーバࡢ送信周波数ࡀアマチュアバンド外ࡢ場合 

㸦トランシーバࡢ送信周波数をアマチュアバンド内に変更し、SET 又ࡣ TUNE  操作を行う㸧ࡢ

f) トランシーバࡀ送信中ࡢ場合㸦トランシーバを受信にすࡿ㸧 

 

(2) PA ON  確認ࡢ動作及び電圧ࡢ

PA スイッチを押す2～1、 秒後に PA ࡀ ON に࡞りますࠋこࡢ間に、リࣞーࡢ切替音ࡀ聞こえますࠋ 

メーターを Vd に切り替え࡚、電圧を確認し࡚くࡔさいࠋ電圧ࡣ、設定により約 50V 又ࡣ約 80V 

表ࠋります࡞ 4.1 を参照し࡚くࡔさいࠋ 

 

(3) アイドリンࢢ電流ࡢ確認 

次ࡢ手順により、アイドリンࢢ電流ࡀ正しく流࡚ࢀいࡿこを確認しますࠋ 

a) TL-933 メーターをࡢ Id に切り替えます 

b) トランシーバを SSB モード、マイクࢤインを最小、出力電力を最小しますࠋ 

c) トランシーバを送信状態に切り替えࡿ、XMITࡢLEDࡀ点灯し、Idࡀ定格出力 1000W時 約 8A、

定格出力 500W 時 約 4A 程度振ࢀますࠋ 

d) トランシーバを受信状態に切り替えますࠋ 

 

(4) 出力電力ࡢ確認 

次ࡢ手順により、正しくリࢽアアンプ動作ࡀ行わ࡚ࢀいࡿこを確認しますࠋ 

a) TL-933 メーターを Poࡢ 及び Id に切り替えますࠋ 

b) トランシーバを CW モード、出力電力を最小しますࠋ 

c) トランシーバを送信状態に切り替えࡿ、XMIT ࡢ LED  ࠋ点灯しますࡀ
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d) 電鍵をマーク状態にし、ࣃワーを徐々に上࡚ࡆいく、Id 500Wࠋります࡞大きくࡀࢀ振ࡢ 又ࡣ

1000W 出力時ࡢ Id を表 4.1 により正常࡛あࡿこを確認しますࠋ 

e) メーターを Vd に切り替え、表 4.1 により正常࡛あࡿこを確認しますࠋ 

f) トランシーバを受信状態に切り替えますࠋ 

 

(5) ALC  調整ࡢ

4.7 項を参照し、ALC  ࠋ調整を行いますࡢ

 

表 4.1 Vd 及び Id  値ࡢ

AC 電圧 ࢹップスイッチ(注) 定格出力 Vd Id㸦定格出力時㸧 

AC200V 
ON 1000W 76 ～ 84V 22 ～ 28A 

OFF 500W 47.5 ～ 52.5V 15 ～ 22A 

AC100V  500W 47.5 ～ 52.5V 15 ～ 22A 

注：ࢹップスイッチࡣ、HF 帯、50MHz 帯そ࡛ࢀࡒࢀ設定すࡿこ࡛ࡀきますࠋ詳しくࡣ 5.5 項を参

照し࡚くࡔさいࠋ 

 

補足説明 

(1) クーリングファンの回転 

TL-933 にはࠊPA 部および電源部のヒートシンクを冷却するための 2 基のクーリングファンとࠊ

アンテナチューナー回路を冷却するための 1 基のクーリングファンが実装さࢀています。 

a) ヒートシンク冷却用のクーリングファンの動作はࠊ次の通りです。 

＊ PA 部のヒートシンク温度が約 45℃を超えるとࠊ低速回転を始めます。 

＊ 低速回転中にヒートシンク温度が約 55℃を超えるとࠊ高速回転になります。 

＊ 高速回転中にヒートシンク温度が約 50℃以下に下がるとࠊ低速回転になります。 

＊ 低速回転中にヒートシンク温度が約 40℃以下に下がるとࠊ回転は停止します。 

b) アンテナチューナー冷却用のクーリングファンはࠊ次のいࢀࡎかの条件を満たしたときに回

転します。 

＊ ヒートシンク冷却用のクーリングファンが回転している時 

＊ PA ON の状態で送信し10ࠊ 秒以上経過した時 

 

(2) スイッチング電源の音 

リࢽアアンプ動作中ࠊ送信時の出力電力の変化に応じて本体内部から小さな音が聞こえる場合が

あります。こࢀはࠊ大電流を扱うスイッチング電源内部の巻線類から発生するものでࠊ異常では

ありませࢇ。 
 

 

ご注意 

ファンが回転しているときはࠊ停止状態にしないでください。 

本機をᮎ永くご愛用頂くためにもࠊファン停止後に停止状態にしてください。 
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4.3 オートチューン操作㸦TUNE スイッチ㸧 

アンテナに対すࡿ整合操作、整合ࢹータアンテナ番号を RAM に書き込ࡴ操作を自動的に行いますࠋ

こࢀをオートチューン操作いいますࠋ整合ࢹータࡣ、そࡢࢀࡒࢀアンテナ番号およびメモリバンド区分

㸦4.3.1ࠕ TL-933  ࠋますࢀに書き込まࡈメモリバンド区分表ࠖ参照㸧ࡢ

 

TL-933  ࠋ働きをします࡞ようࡢ次、ࡣオートマチックアンテナチューナーࡢ

㸨 VSWR を下ࡆ、リࢽアアンプࡢ終段負荷インピーࢲンスを 50Ωにすࡿ 

㸨 広帯域ࣃワーアンプࡢ出力に含まࡿࢀ不要高調波成分を十分に減衰させࡿ㸦ローࣃスフルタし࡚

 機能㸧ࡢ

アンテナࡢ VSWR 値ࡀ低い場合࡛も、不要高調波成分を減衰させࡿために整合操作を行う必要ࡀありますࠋ 

 

オートチューン操作ࡣ、各バンドに対応すࡿアンテナを選択したあ、そࡢバンド内ࡢ周波数ࡈに実行

すࡿ必要ࡀありますࠋ 

整合ࢹータࡣ、あらかࡌめ決めら࡚ࢀいࡿ TL-933 メモリバンド区分ࠕࡢ にࠖしたࡀっ࡚書き込まࢀますࠋ

ひつࡢアマチュアバンド内にࡣ複数ࡢメモリࡀえら࡚ࢀおり、異ࡿ࡞周波数࡛オートチューン操作を

実行し࡚得た整合ࢹータࡣ、そࡢࢀࡒࢀ周波数を含ࡴメモリに書き込まࢀますࠋ 

したࡀっ࡚、同ࡌバンド内࡛あっ࡚も、周波数を変えた場合にࡣそࡢ都度オートチューン操作を行っ࡚く

 ࠋさいࡔ

TL-933 TL-933 4.3.1ࠕࡣメモリバンド区分ࠖࠕࡢ のメモリバンࢻ区分表ࠖをࡈ覧くࡔさいࠋ 

 

例㸧14MHｚバンࢻには４つのメモリバンࢻが与えらࢀています。このため14ࠊMHz バンࢻの全ての周波

数にわたって運用する場合にはࠊそࢀࡒࢀのメモリバンࢻ内のいࢀࡎかの周波数で各一回㸦合計４回㸧

オートチューン操作を行ってください。 

 

書き込まࢀた整合ࢹータࡣ、再び同ࡌ周波数バンド࡛オートチューン操作を行うか、5.1ࠕ 整合データの消

去ࠖを実行し࡞い限り変化しませࠋࢇ 

書き込まࢀたࢹータࡣ、大容量キャࣃシタによっ࡚バックアップさ࡚ࢀいますࠋTL-933 電源を長期間ࡢ

OFF にし࡚おく、キャࣃシタࡀ完全放電状態࡞り、記憶さࢀたࢹータࡣ消失しますࠋ電源 OFF 状態࡛

ࠋ状態࡛約６ヶ月࡛すࡿい࡚ࢀフル充電さࡀシタࣃキャ、ࡣータバックアップ期間ࢹࡿシタによࣃキャࡢ

キャࣃシタࡣ TL-933 をࠕ動作状態ࠖにし࡚約 10 分࡛フル充電࡞りますࠋ 

 

ご注意 

 整合が取ࢀていない周波数で運用を行うことはࠊ不要高調波の発射の原因になります。また TL-933

のプロテクト機能が作動して正常な運用ができなくなることがあります。 

 運用周波数を変えたときにはࠊ必4.3ࠕࡎ オートチューン操作ࠖまたは4.4ࠕ SET 操作ࠖを行って

ください。 
 

 



TL-933 

32  4.3 オートチューン操作㸦TUNE スイッチ㸧 

オートチューン操作ࡢ手順 

ձ トランシーバを次ࡢように設定しますࠋ 

㸨 連続キャリアを送信࡛きࡿモード㸦CW またࡣ FSK㸧に合わせますࠋ㸦2.5.1 こࡣ場合ࡢ対象機種ࡢ

 㸧ࠋࢇ必要ありませࡣ操作ࡢ

㸨 オートチューン操作をすࡿ周波数にセットしますࠋ 

㸨 30W 以上ࡢ出力電力ࡀ得らࡿࢀように出力ࣞベルを調整しますࠋ㸦ࣞベルࡀ低すࡿࡂ、オートチ

ューン操作ࡀ正しく行えませࢇ㸧 

ケンウッド製トランシーバ TS-2000S/SX、TS-570S/SG、TS-870S を接続し࡚いࡿ場合ࡣ、リࢽアア

ンプからࡢ通信コマンドにより自動的に出力電力を 50W に設定します࡛ࡢ、調整ࡢ必要ࡣありませ

 ࠋࢇ

ղ TL-933 操作ࣃネル上ࡢ ANTENNA スイッチにより、整合を取ࡿアンテナを選択しますࠋ 

選択したアンテナࡀ、整合を取ࢁうし࡚いࡿ周波数バンド࡛使用࡛きࡿこ、また、アンテナࡀ正

しく接続さ࡚ࢀいࡿこを確認し࡚くࡔさいࠋ 

ճ TUNE スイッチを押しますࠋ 

TUNE スイッチ内ࡢ LED 、ࡣオートチューン動作中ࠋスタートしますࡀ点灯し、オートチューン操作ࡀ

操作ࣃネル上ࡢ中央表示器ࡢセࢢメントࡀ回転表示します㸦下図㸧ࠋ 

トランシーバに対すࡿ送信要求信号線ࡀ TL-933 コントロール端子㸦11ࡢ 番ピン㸧からトランシーバ

に接続さ࡚ࢀいࡤࢀ、トランシーバࡢ出力電力ࡣ自動的に TL-933 に供給さࢀ、TL-933 自動的にオࡣ

ートチューン操作を開始しますࠋ 

トランシーバへࡢ送信要求信号線ࡀ接続さ࡚ࢀい࡞い場合や、中央表示器に “Po” ࡀ表示さࢀた場合に

 ࠋさいࡔ覧くࡈ補足ࠖをࠕࡣ

 
 ・オートチューン動作中ࡢ表示 

 

 セࢢメント表示ࡀ 

 回転します 
 

オートチューン操作ࡀ完了すࡿ、中央表示器ࠕࡀオートチューン操作完了ࠖࡢ表示に࡞ります㸦下

図㸧ࠋ 

 
 

・オートチューン完了表示 

 

表示器に “A7” ࡀ表示さࢀた場合、またࡣ表示ࡀ点滅し࡚いࡿ場合にࠕࡣ補足ࠖをࡈ覧くࡔさいࠋ 

整合ࢹータࡀメモリに自動的に書き込まࢀ、中央表示器にオートチューン操作を完了した周波数バン

ドࡀ表示さࢀます㸦下図㸧ࠋ 

 
  

・14MHz ࡛オートチューンした場合ࡢ表示 
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մ オートチューン操作完了状態を確認しますࠋ 

CW またࡣ FSK モード࡛トランシーバを送信状態し、キャリア信号を送出しますࠋ 

こࡢきに、操作ࣃネル上ࡢ “MATCH” インジケーターࡀ緑色に点灯すࡿこを確認しますࠋ 

緑色ࡢ点灯ࡣ、PA 部からࡳた VSWR 値ࡀ 1.5 以下࡛、オートチューン操作ࡀ適切に完了したこを示

しますࠋ 

“MATCH” インジケーターࡀ橙色に点灯した場合にࠕࡣ補足ࠖをࡈ覧くࡔさいࠋ 

յ TS-450S/SAT、TS-690S/SAT、TS-850S/SL、TS-950SD/SDX く、オー࡞モードに関係ࡢ場合、操作前ࡢ

トチューン操作終了後モードࡣすべ࡚ FSK モードに࡞ります࡛ࡢ、元ࡢモードに戻し࡚くࡔさいࠋ 

 

補足説明 
 

トランシーバへの送信要求信号線が接続さࢀていない場合 

TL-933 の TUNE スイッチを押してもࠊトランシーバは自動的に送信状態になりませࢇ。 

TUNE スイッチを押した後ࠊ次の操作を行ってください。 

ձ トランシーバのモーࢻを CW または FSK に合わせࠊマイクの PTT スイッチまたは電鍵を押して

キࣕリア信号を送信します㸦TL-933 が送信周波数を測定します㸧。 

ղ トランシーバをいったࢇ受信状態にします。 

ճ 再びձの操作を行いࠊオートチューン操作が完了するまでの間ࠊキࣕリア信号送信を⥅続します。 

 

中央表示器に “Po” が表示さࢀた場合 

オートチューン操作を行うために必要な入力電力が不足しています。 

トランシーバのパワーコントロールつまࡳを調整してࠊ出力レベルを上ࡆてください。 

オートチューン操作を正しく行うためには30ࠊW 以上のトランシーバ出力電力が必要です。 

 

中央表示器に “A7” が表示さࢀた場合ࠊまたは表示が点滅している場合 

オートチューン操作が正常に行わࢀなかったことを示しています。 

アンテナの接続ࠊトランシーバとの接続ࠊアンテナの VSWR を確認のうえࠊ再度オートチューン操作

を行ってください。 

 

TS-2000S/SXࠊTS-570S/SGࠊTS-870S を接続している場合 

オートチューン動作中に周波数を変更しないでください。 

 

“MATCH” インࢪケーターが橙色に点灯した場合 

アンテナとの整合が取ࢀていないことを示しています。 

アンテナの接続ࠊトランシーバとの接続ࠊアンテナの VSWR を確認のうえࠊ再度オートチューン操作

を行ってください。 

 

その他のアラーム表示については7.1ࠕࠊ アラームと対処方法ࠖをご覧ください。 

 

TS-2000S/SX の場合で送信バンࢻがサブバンࢻのときにはࠊオートチューンは動作しませࢇ。 

また操作バンࢻがサブバンࢻの場合ࠊオートチューン動作中一時的に操作バンࢻがメインバンࢻにな

ります。 
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以上࡛オートチューン操作ࡀ完了し、操作を行った周波数࡛運用すࡿこ࡛ࡀきますࠋ 

運用周波数࡛オートチューン操作を一度行えࡤ、以後ࡣ書き込まࢀた整合ࢹータをメモリから呼び出すࡔ

け࡛、アンテナࡢ切替アンテナへࡢ整合ࡀ瞬時に再現し、再びオートチューン操作を行う必要ࡣありま

せࢇ㸦4.4ࠕ. SET 操作 㸧ࠖࠋこࡢため、すࡤやい QSY  ࠋ可能࡛すࡀ

 

補足説明 

 操作パネル上の VSWR メーターの指示値はࠕ運用周波数に対するアンテナ単体の VSWR 値 㸦ࠖアン

テナチューナー回路を含まない㸧です。このためࠊオートチューン操作が完了してもࠊ値が小さく

なることはありませࢇ。 

 VSWR 値の高いアンテナで運用を行うことはࠊ電波障害の発生原因になります。十分にご注意くだ

さい。 

 PA スイッチが “ON” の状態でオートチューン操作を行った場合ࠊオートチューン操作中は PA スイ

ッチが自動的に “OFF” になります。オートチューン操作が終了すると PA スイッチは再び自動的に 

“ON” に戻ります。 

 アンテナチューナー回路は送信時にのࡳ動作しࠊ受信時にはスルーとなります。 
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4.3.1  TL-933 のメモリバンࢻ区分表 

 

周波数帯㸦MHz㸧 
TL-933 のメモリバンࢻ区分 

㸦MHz㸧 

アンテナ 

㸿１ 㸿㸰 㸿㸱 㸿４ 㹀 

1.81 ～ 1.825 
1.810 ～ 1.820      

1.820 ～ 1.825      

1.9075 ～ 1.9125 
1.9075 ～ 1.910      

1.910 ～ 1.9125      

3.5 ～ 3.575 

3.500 ～ 3.520      

3.520 ～ 3.540      

3.540 ～ 3.560      

3.560 ～ 3.575      

3.747 ～ 3.754 3.747 ～ 3.754      

3.791 ～ 3.805 
3.791 ～ 3.800      

3.800 ～ 3.805      

4.630 4.630      

7.0 ～ 7.1 
7.000 ～ 7.050      

7.050 ～ 7.100      

10.1 ～ 10.15 10.100 ～ 10.150      

14 ～ 14.35 

14.000 ～ 14.080      

14.080 ～ 14.190      

14.190 ～ 14.300      

14.300 ～ 14.350      

18.068 ～ 18.168 18.068 ～ 18.168      

21 ～ 21.45 

21.000 ～ 21.120      

21.120 ～ 21.280      

21.280 ～ 21.440      

21.440 ～ 21.450      

24.890 ～ 24.990 24.890 ～ 24.990      

28.0 ～ 29.7 

28.000 ～ 28.140      

28.140 ～ 28.160      

28.160 ～ 28.380      

28.380 ～ 28.600      

28.600 ～ 28.820      

28.820 ～ 29.040      

29.040 ～ 29.260      

29.260 ～ 29.480      

29.480 ～ 29.700      

50.0 ～ 54.0 

50.000 ～ 50.250      

50.250 ～ 50.500      

50.500 ～ 50.750      

50.750 ～ 51.000      

51.000 ～ 51.250      

51.250 ～ 51.500      

51.500 ～ 51.750      

51.750 ～ 52.000      

52.000 ～ 52.250      

52.250 ～ 52.500      

52.500 ～ 52.750      

52.750 ～ 53.000      

53.000 ～ 53.250      

53.250 ～ 53.500      

53.500 ～ 53.750      

53.750 ～ 54.000       



TL-933 

36  4.4 SET 操作㸦SET スイッチ㸧 

4.4 SET 操作㸦SET スイッチ㸧 

一度オートチューン操作を行࡞う、そࡢ周波数ࡢ整合ࢹータࡀメモリに書き込まࢀますࠋしたࡀっ࡚再

び同ࡌ周波数࡛運用すࡿ場合にࡣ、再度オートチューン操作を行う必要࡞ࡣく、書き込ま࡚ࢀいࢹࡿータ

を呼び出すࡔけ࡛運用すࡿこ࡛ࡀきますࠋこࡢように、書き込ま࡚ࢀいࢹࡿータを瞬時に呼び出す操作

をこࡢ SET 操作いいますࠋ 

 

SET 操作を行う、TL-933 、ータを呼び出しࢹ整合ࡿ送信周波数を自動計測し࡚、該当すࡢトランシーバࡣ

整合状態アンテナ番号を瞬時にセットしますࠋ 

SET 操作中ࡣ、トランシーバから供給さࡿࢀ出力電力ࡣ TL-933 内部࡛消費さࢀますࠋこࡢためアンテナ

から電波ࡀ発射さࡿࢀこࡣありませࠋࢇ 

 

TL-933 にࡣ、送信用し࡚最大 5 本ࡢアンテナを接続すࡿこ࡛ࡀきますࠋ 

ひつࡢ周波数に対し࡚２つ以上ࡢアンテナ番号ࡀ記憶さ࡚ࢀいࡿ場合にࡣ、選࡚ࢀࡤいࡿトランシーバ

によっ࡚最後に使用さࢀたアンテナ番号ࡀ自動的に選択さࢀますࠋ 

 

補足説明 

 ケンウッࢻ製トランシーバ TS-2000S/SXࠊTS-870SࠊTS-570S/SG を使用した場合㸦コントロール

ケーブルが接続さࢀている場合㸧にはࠊSET 操作を行なっても動作しませࢇ。この場合にはࠊTL-933

はࠊトランシーバの設定周波数の変化と連動してࠊ自動的に整合データとアンテナ番号を呼び出し

ます。 

 ケンウッࢻ製トランシーバで TS-2000S/SXࠊTS-870SࠊTS-570S/SG 以外の機種をご使用の場合に

はࠊトランシーバの設定周波数と連動しませ4.3ࠕ。ࢇ オートチューン操作ࠖまたは4.4ࠕ SET 操作ࠖ

を実行してください。 

 SET 操作を行わࡎに送信することはࠊ不要高調波の発射の原因となります。また TL-933 のプロテ

クト機能が作動して正常な運用ができなくなることがあります。 

 運用周波数を変えたときにはࠊ必4.3ࠕࡎ オートチューン操作ࠖまたは4.4ࠕ SET 操作ࠖを行って

ください。 
 

 

SET 操作ࡢ手順㸦トランシーバࡀ TS-2000S/SX、TS-870S、TS-570S/SG 以外ࡢ場合㸧 

ձ トランシーバࡢ周波数をセットしますࠋ 

ղ トランシーバࡢ出力電力ࣞベルࡀ 30W 以上ࡿ࡞ように調整します㸦30W 未満࡛ࡣ、SET 操作ࡀ正

しく行えませࢇ㸧ࠋ 

ճ 連続し࡚キャリア周波数を送信࡛きࡿモード㸦CW またࡣ FSK モード㸧に合わせますࠋ 

㸦2.5.1  㸧ࠋࢇ必要ありませࡣ操作ࡢこ、ࡣ場合ࡢ対象機種ࡢ

մ SET スイッチを押しますࠋ 

SET スイッチ内ࡢ LED トランシࠋスタートしますࡀ呼び出しࡢアンテナ番号ータࢹ点灯し、整合ࡀ

ーバに対すࡿ送信要求信号線ࡀ TL-933 コントロール端子㸦11ࡢ 番ピン㸧からトランシーバに接続さ

自動的にࡣ出力電力ࡢトランシーバ、ࡤࢀい࡚ࢀ TL-933 に供給さࢀ、TL-933 自動的にࡣ SET 操作を

開始しますࠋ 

トランシーバへࡢ送信要求信号線ࡀ接続さ࡚ࢀい࡞い場合や、操作ࣃネル上ࡢ中央表示器に “Po” ࡀ表

示さࢀた場合にࠕࡣ補足ࠖをࡈ覧くࡔさいࠋ 
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SET 操作ࡀ完了すࡿ、整合ࢹータを呼び出した周波数バンドࡀ中央表示器に表示さࢀますࠋまた、

ANTENNA 1  2  3  4 スイッチࡢうち、最後に使用したアンテナ番号ࡢスイッチࡢ LED  ࠋ点灯しますࡀ

յ SET 操作完了状態を確認しますࠋ 

表示器ࡢ周波数バンド表示ࡀトランシーバࡢ送信周波数一致し࡚いࡿこ、またアンテナࡀ正しく

選択さ࡚ࢀいࡿこを確認しますࠋ 

次に PA スイッチを “OFF” にし࡚トランシーバを送信状態し、キャリア信号を送出しますࠋ 

こࡢきに、操作ࣃネル上ࡢ “MATCH” インジケーターࡀ緑色に点灯すࡿこを確認しますࠋ 

緑色ࡢ点灯ࡣ、PA 部からࡳた VSWR 値ࡀ 1.5 以下࡛あࡿこを示しますࠋ 

“MATCH” LED  ࠋさいࡔ覧くࡈ補足説明ࠖをࠕࡣ橙色や赤色に点灯した場合にࡀ

ն TS-450S/SAT、TS-690S/SAT、TS-850S/SL、TS-950SD/SDX く、SET࡞モードに関係ࡢ場合、操作前ࡢ

操作終了後モードࡣすべ࡚ FSK モードに࡞ります࡛ࡢ、元ࡢモードに戻し࡚くࡔさいࠋ 

 

補足説明 
 

トランシーバへの送信要求信号線が接続さࢀていない場合 

TL-933 の SET スイッチを押してもࠊトランシーバは送信状態にならࠊࡎSET 操作は行わࢀませࢇ。

トランシーバ側でࠊ次の操作を行ってください。 

ձ トランシーバのモーࢻが CW࣭FSK࣭FM࣭AM のとき 

 マイクの PTT スイッチまたは電鍵を押してキࣕリア送信状態にします。 

ղ トランシーバのモーࢻが SSB のとき 

 マイクから音声を一瞬入力してください。 

上記操作によりトランシーバから送信信号が供給さࢀるとࠊTL-933 は送信周波数を自動計測します。 

TL-933 が周波数計測を行うために必要な信号供給時間はࠊ通常１秒以内です。 

 

操作パネル上の中央表示器に “Po” が表示さࢀた場合 

SET 操作を行うために必要な入力電力が不足しています。トランシーバの出力レベルを上ࡆてくださ

い。 

TL-933 が周波数計測を行うためには30ࠊW 以上のトランシーバ出力電力が必要です。 

 

“MATCH” インࢪケーターが橙色や赤色に点灯した場合 

以下のような理由によりࠊアンテナとの整合が取ࢀていないことを示しています。 

＊ 呼び出さࢀた整合データが不良である 

＊ 前回運用時とアンテナの状態が変わった 

＊ アンテナの接続が不良である 

アンテナの接続ࠊトランシーバとの接続ࠊアンテナの VSWR を確認のうえࠊ再度オートチューン操作

を行ってください。 
 

 

以上࡛ SET 操作ࡣ完了࡛すࠋ 
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補足説明 

 整合データはࠊそࢀࡒࢀのアンテナ番号ごとに個別に書き込まࢀます。したがってࠊオートチュー

ン操作を行なった後にアンテナの接続位置を入ࢀ替えたりࠊ異なるアンテナを接続した場合にはࠊ

次の手順にしたがって整合データを再度書き込ࢇでください。 

ձ 現在書き込まࢀているデータ㸦整合データおよびアンテナ番号㸧を5.1ࠕ 整合データの消去ࠖ

の手順にしたがって消去します。 

ղ 新たに接続したアンテナに対してオートチューン操作を行います。 
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4.5 接続アンテナの切り替え 

トランシーバࡢ設定周波数連動すࡿ機種㸦ケンウッド製トランシーバ TS-2000S/SX、TS-570S/SG、

TS-870S㸧を接続し࡚いࡿ場合ࡣ、SET 操作によりトランシーバࡢ送信周波数を自動計測すࡿ、そࡢ周

波数ࢹータもに記憶さࢀた番号ࡢアンテナへ、接続ࡀ自動的に切り替わりますࠋ 

また、切り替えたいアンテナ番号ࡢ ANTENNA 1  2  3  4 スイッチを押すこにより、手動࡛アンテナを

切り替えࡿこも࡛きますࠋ 

ANTENNA 1  2  3  4 スイッチࡢうち、現在選択さ࡚ࢀいࡿアンテナ番号ࡢスイッチࡢ LED  ࠋ点灯しますࡀ

 

 

選択するアンテナ番号のスイッチを押します 
 

 

補足説明 

トランシーバの入力として INPUT B に接続さࢀているトランシーバが選択さࢀておりࠕࠊ接続モーࢻ

1ࠖのときにはࠊANTENNA 1  2  3  4 の LED はすべて消灯します。 
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4.6 接続トランシーバの切り替え 

INPUT A  INPUTB スイッチにより接続すࡿトランシーバを切り替えますࠋ 

初期設定࡛ࡣ、A 入力端子に接続さࢀたトランシーバࡣ、ANTENNA 1 ～ 4 に接続さࢀ、B 入力端子に接

続さࢀたトランシーバࡣ ANT B に接続さࢀますࠋ 

お、B࡞ 入力端子に接続さࢀたトランシーバを ANTENNA1～4 に接続すࡿこも可能࡛すࠋ詳しく5.3ࠕࡣ 

トランシーバアンテナࡢ接続モードࡢ設定ࠖをࡈ参照くࡔさいࠋ 
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4.7 ALC レベルの調整 

TL-933 ࡛リࢽアアンプ運用をすࡿきにࡣ、トランシーバࡢ出力電力ࡀ常に適正ࣞベルにࡿ࡞ように外部

ALC 信号ラインを必ず接続し࡚くࡔさいࠋそࡢ後、以下ࡢ手順にしたࡀっ࡚ ALC ࣞベルࡢ調整を行っ࡚

くࡔさいࠋ

ALC ࣞベルࡀ正しく調整さ࡚ࢀい࡞い、TL-933 原因ࡴ歪ࡀり、また出力波形࡞過大ࡀ出力電力ࡢ

ࠋります࡞

ALC ࣞベルࡢ調整ࡣ、背面ࣃネル上ࡢ ALC A ALC B 半固定抵抗により行いますࠋ 

ALC A ࡣ INPUT A コネクタに接続さ࡚ࢀいࡿトランシーバࡢ ALC ࣞベルࡢ調整用、ALC B ࡣ INPUT B

コネクタに接続さ࡚ࢀいࡿトランシーバࡢ ALC ࣞベルࡢ調整用࡛すࠋ

出力電力を 1000W 以上に設定すࡿにࡣ、AC200V ࠋ必要࡛すࡀ電源ࡢ

調整手順

ձ TL-933 およびトランシーバࡢ電源を “OFF” にし࡚くࡔさいࠋ

ղ 背面ࣃネル上ࡢ ALC A またࡣ ALC B 半固定抵抗㸦調整を行う側㸧ࡢ調整穴へプラスドライバを挿し

込ࡳ、半固定抵抗器を背面から見࡚反時計方向いっぱいに回し切ります㸦お買い上ࡆ時にࡣこࡢ状態

に࡞っ࡚います㸧ࠋ

 

ＡＮＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ｂ ＩＮＰＵＴ Ａ 

Ａ－４ Ａ－３ Ａ－１ Ａ－２ 

ＡＮＴＥＮＮＡ 

ＩＮＰＵＴ Ａ 

ＯＮ 

ＡＣ１００～２４０Ｖ 

５０／６０Ｈｚ 

ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＣＯＮＴ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ 

２５Ａ 

２５Ａ 

ＡＬＣ Ｂ ＡＬＣ Ａ ＩＮＰＵＴ Ｂ 

ＧＮＤ 

ＬＩＮＥＡＲＡＭＰＬＩＦＩＥＲ 
K EN W O O D TL-999

M A D E IN  JA PA NK EN W O O D  C O R PO R A TIO N

X /X X X X X X X

トランシーバ A

ALC ࣞベル調整用半固定抵抗

トランシーバ B

ALC ࣞベル調整用半固定抵抗

ճ 背面ࣃネル上ࡢ ANTENNA A-1 コネクタに 50Ωࢲࡢミーロードまたࡣ VSWR 低いアンテナを接続ࡢ

しますࢲࠋミーロードࡣ許容入力電力ࡀ 1kW 以上ࡢもࡢを使用し࡚くࡔさいࠋ

մ トランシーバࡢ電源を入ࢀ、モードを CW またࡣ FSK にしますࠋさらに、よくお使いにࡿ࡞周波数に

セットしますࠋ

յ TL-933 ࡢ POWER スイッチを ON にし、操作ࣃネル上ࡢ ANTENNA 1 スイッチを押しますࠋANTENNA

1 ࡢ LED ࠋさいࡔを確認し࡚くこࡿ点灯し࡚いࡀ

警告
●送信中は同軸コネクタに触ࢀない

でください。感電する恐ࢀがあり

ます。
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ն TUNE スイッチを押し、オートチューン操作を行います㸦4.3ࠕ オートチューン操作ࠖ参照㸧ࠋ 

オートチューン操作完了後、操作ࣃネル上ࡢ中央表示器に周波数バンドࡀ表示さࡿࢀこを確認し࡚

くࡔさいࠋ

շ TL-933 ࡢ Po スイッチ ALC スイッチを押し࡚、メータ表示を切り替えますࠋ

ո PA スイッチを押し࡚ ON にしますࠋ 

չ トランシーバࡢ出力電力を最小に絞り、送信状態にします㸦CW モード࡛ࡣキーを ON にし、FSK モ

ード࡛ࡣ、マイクࡢ PTT スイッチを ON にすࡿ㸧ࠋ

պ TL-933 ࡢ Po メータ㸦左側㸧指示ࡀ約 1050W を指すように、トランシーバࡢ出力電力を調整しますࠋ 

こࡢき、ALC メーターࡢ指針ࡣ白色ࢰࡢーンを少し越え࡚いますࠋ

定格出力 500W 時ࡣ、約 525W に出力電力を調整しますࠋ

ջ 背面ࣃネルࡢ ALC ࣞベル調整用半固定抵抗器を反時計方向へゆっくり回し、指針ࡀ白色ࢰࡢーンに入

ࠋように調整しますࡿ

こࡢき、Po メーター指針ࡀ約 1000W を指し࡚いࡿこを確認し࡚くࡔさいࠋ

定格出力 500W 時ࡣ、約 500W を指し࡚いࡿこを確認し࡚くࡔさいࠋ

ռ トランシーバࡢ出力電力を増加させ࡚も Po メーター指針ࡢ位置ࡀ変化し࡞いこを確認し࡚くࡔさ

いࠋ

ս トランシーバを受信状態にしますࠋ

ご注意

 運用するときはࠊトランシーバの ALC メータが ALC ーンの範囲を超えないようにキࣕリアレベࢰ

ルࠊマイクゲインを調整してください。

 AM モーࢻの場合はࠊ無変調時の出力が定格出力の 1/4 以下になるようにトランシーバの出力電力

を調整してください。
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4.8 ヒートシンク温度について 

TL-933 ࡢ HEAT スイッチを押す、ヒートシンク温度を確認࡛きますࠋ 

メーター2 約ࡀヒートシンク温度ࡣーンにかかった時ࢰヒートシンク温度࡛、赤いࡀ指示ࡢ 60℃以上に࡞

っ࡚いますࠋこࡢよう࡞場合ࡣ、しࡤらく送信を止め࡚白いࢰーンま࡛下ࡀっ࡚から送信を再開し࡚くࡔ

さいࠋ 
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4.9 記憶データのバックアップについて 

TL-933 にࡣ、各種ࢹータを記憶すࡿために、RAM RAMࠋいます࡚ࢀ内蔵さࡀ により記憶さࢹࡿࢀータࡣ

次ࡢ通り࡛すࠋ 

㸨 オートチューン操作により得らࡿࢀアンテナ整合ࢹータ 

㸨 選択さࢀたアンテナࡢ番号 

㸨 POWER スイッチࡢ状態 

㸨 PA スイッチࡢ状態 

㸨 メータ選択ࡢ状態 

㸨 アンテナ切替器ࡢ状態 

㸨 周波数ࡢ設定状態 

RAM  ࠋいます࡚ࢀシタによっ࡚バックアップさࣃ大容量キャ、ࡣータࢹ記憶ࡢ

キャࣃシタによࢹࡿータࡢバックアップ期間ࡣ、キャࣃシタࡀフル充電さ࡚ࢀいࡿ状態࡛約６ヶ月࡛すࠋ

こࡢ期間内࡛あࡤࢀ、TL-933 動作状態ࠖを再現ࠕࡢき、前回った࡞動作状態ࠖにࠕ停止状態ࠖからࠕࡀ

しますࠋ 

キャࣃシタࡀ放電し࡚ RAM 初期࡞ようࡢきに次動作状態ࠖにしたࠕ次回、ࡿࢀ失わࡀータࢹ記憶ࡢ

状態に࡞ります㸦お買い上ࡆに࡞っ࡚ࡌࡣめ࡚電源を ON にした時もこࡢ状態࡛す㸧ࠋ 

㸨 POWER ： “OFF” 

㸨 ANTENNA㸦アンテナ選択ࡢ状態㸧 ： A-1 へࡢ接続ࡀ選択さ࡚ࢀいࡿ状態 

㸨 INPUT㸦トランシーバ選択ࡢ状態㸧 ： INPUT A へࡢ接続ࡀ選択さ࡚ࢀいࡿ状態 

全࡚ࢹࡢータࡀ失わ࡚ࢀしまった場合4.2ࠕ、ࡣ 動作モード電源ࡢ入ࢀかたࠖに従っ࡚、再び全࡚ࡢ操作

をやり直し࡚下さいࠋ 

キャࣃシタࡣ、TL-933 をࠕ動作状態ࠖにし࡚約㸯㸮分࡛フル充電࡞りますࠋ 
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4.10 送信時の注意事項 

TL-933 低、ࡣ IMD ࡛直線性ࡢよいࣃワーアンプ余裕ࡢあࡿ電源を装備し࡚おり、良質࡛安定した出力

ࠋいます࡚ࢀように設計さࡿࢀ得らࡀ

しかし、正しい運用方法をお守りいたࡔきませࢇ、十分࡞性能を発揮࡛き࡞いࡤかりか送信電波ࡢ質ࡢ

低下を招き、電波障害をひき起こす原因にも࡞りますࠋ

送信中にࡣ、次ࡢ点にࡈ注意くࡔさいࠋ

◎ 周波数表示ࡀ合っ࡚いࡿか？

操作ࣃネル上ࡢ中央表示器に表示さ࡚ࢀいࡿ周波数バンドࡀ、トランシーバࡢ送信周波数一致し࡚いࡿ

こを確認し࡚くࡔさいࠋ

◎ “MATCH” インジケーターࡀ緑色に点灯し࡚いࡿか？

送信中に “MATCH” インジケーターࡀ橙色や赤色に点灯し࡚いࡿきࡣ、アンテナࡢ整合ࡀ完全に取ࢀ

࡚いませࠋࢇTUNE スイッチを押し࡚オートチューン操作を行っ࡚くࡔさいࠋ

◎ “DRIVE” インジケーターࡀ緑色に点灯し࡚いࡿか？

送信中に “DRIVE” インジケーターࡢ点灯色ࡀ橙色に変化し࡚いࡿきࡣ、トランシーバࡢ出力電力㸦ド

ライࣈ電力㸧ࣞࡢベルࡀ高過ࡿࡂために、TL-933 ࡢ APC㸦オートࣃワーコントロール㸧回路ࡀ動作し࡚

いますࠋ

ALC ࣞベルࡀ正常に調整さ࡚ࢀいࡿ場合࡛も、トランシーバࡢ出力電力設定値㸦ࣃワーコントロール㸧や

マイクࢤイン、スピーチプロセッサࢤࡢインࡀ高す࡚ࡂ APC 回路ࡀ動作すࡿこࡀありますࠋまた、トラ

ンシーバࡢ ALC 時定数ࡀ遅い場合にも同様ࡢ現象࡞りますࠋ“DRIVE” LED 、ようにࡿ緑色に点灯すࡀ

そࡢࢀࡒࢀ設定値を調節し࡚くࡔさいࠋ

◎ メーター指示値ࡀ正常か？

送信時に、2 つࡢメータ－によっ࡚以下ࡢ項目をチェックし、TL-933 を確認しこࡿ正常に動作し࡚いࡀ

࡚くࡔさいࠋ

㸨 Po  ࠋいこ࡞定格電力値を超え࡚いࡀピーク指示値ࡢ

㸨 VSWR 指示値ࡀ異常࡛࡞ࡣいこࠋまた通常時変わら࡞いこࠋ 

㸨 VDࡢ指示値㸦PA ࡢ POWER MOSFET ドࣞイン電圧㸧ࡀ適正*࡛あࡿこࠋ 

㸨 IDࡢ指示値㸦PA ࡢ POWER MOSFET ドࣞイン電流㸧ࡀ適正*࡛あࡿこࠋ** 

* VDおよび IDの適正指示値は以下の範囲です。

VD 
76V ～ 84V 1000W 出力時 

47.5V ～ 52.5V 500W 出力時 

ID 
22A ～ 31A 1000W 出力時 

15A ～ 24A 500W 出力時 

** ID の指示値が通常時と異なる場合ࠊアンテナインピーダンスの変化がその原因のࡦとつと考えらࢀま

す。オートチューン操作を行ってࠊアンテナとの整合を取りなおしてࡳてください。
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5. 応用操作

ここ࡛ࡣ、通常ࡢ運用࡛ࡣ使用し࡞い特殊機能や応用操作につい࡚説明しますࠋ

5.1 整合データの消去 

オートチューン࡛書き込まࢀた整合ࢹータおよびアンテナ番号ࢹータをメモリから消去しますࠋ

5.1.1  アンテナ番号ごとに消去する 

アンテナ番号ࡈに記憶さ࡚ࢀいࡿ整合ࢹータを、指定したアンテナ番号につい࡚ࡳࡢ全࡚消去しますࠋ

たえࡤ、 “ANTENNA” 1 を選択し࡚消去を実行すࡿ、アンテナ番号㸯に記憶さ࡚ࢀいࡿ整合ࢹータࡔ

けࡀ全࡚消去さࢀますࠋ

アンテナࡢ接続を変更したきや、アンテナを新しいもࡢに交換したきに便利࡛すࠋ

操作

ձ POWER スイッチを “OFF” にしますࠋ 

ղ ANTENNA 1  2  3  4 スイッチࡢうち、整合ࢹータを消去したいアンテナ番号ࡢスイッチを押した

ままࡢ状態࡛ POWER スイッチを “ON” にしますࠋ

ճ 操作ࣃネル上ࡢ中央表示器ࡀ一瞬下図ࡢように表示した後、周波数バンドࡢ点滅表示に࡞りますࠋ

ANTENNA 1  2  3  4 スイッチはࠊ操作パネル上の中央表示器に周波数バンࢻが点滅表示するまで

押したままにしておいてください。

アンテナ B の整合データを消去したい場合はࠊINPUT B を押しながら POWER スイッチを “ON” に

します。

5.1.2  選択した周波数バンࢻのデータだけを消去する 

指定したアンテナに記憶さ࡚ࢀいࡿ整合ࢹータを、指定した周波数バンド࡛ࡳࡢ消去しますࠋ

たえࡤ ANTENNA 1、周波数を “14.060MHz” に設定し࡚こࡢ操作を実行す14、ࡿMHz アマチュアࡢ

バンドに割り当࡚ら࡚ࢀいࡿ 4 つࡢバンド区分ࡢうち、14.000 ～ 14.080MHz 消去さࡀࡳࡢータࢹ記憶ࡢ

ࠋますࢀ

誤っ࡚他ࡢバンド用ࡢアンテナ࡛オートチューン操作を行っ࡚ࢹータを書き込࡛ࢇしまったきに便利࡛

すࠋ

操作

ձ POWER スイッチを “ON” にしますࠋ 

ղ ータを消去したい周波数にトランシーバを設定し࡚、SETࢹ 操作㸦4.4ࠕ SET 操作 参ࠖ照㸧を行いますࠋ

操作ࣃネル上ࡢ中央表示器表示㸦周波数バンド表示㸧を確認し࡚くࡔさいࠋ

㸦周波数トラッキンࢢを行っ࡚いࡿ場合ࡣ、SET 操作ࡣ必要ありませࠋࢇ㸧
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ճ ANTENNA 1  2  3  4 スイッチࡢうち、整合ࢹータを消去したいアンテナ番号ࡢスイッチを押しま

すࠋ

մ ճ࡛押した ANTENNA 1  2  3  4 スイッチを押しࡀ࡞ら METER Po スイッチを押しますࠋこࡢふ

たつࡢスイッチࣃ、ࡣネル上ࡢ中央表示器㸦周波数バンド表示㸧ࡀ点滅すࡿま࡛押し続け࡚くࡔさいࠋ

アンテナ B 側の整合データを消去したい場合はࠊINPUT B を押しながら Po スイッチを押します。
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5.2 ダ࣑ーローࢻとしての使用 

TL-933 を耐入力 100W し࡚使用࡛きます㸦HFミーロードࢲࡢ バンド 50MHz バンドにࡳࡢ使用可能㸧ࠋ

トランシーバࡢ送信部調整࡞に使用すࡿこ࡛ࡀきますࠋ

たࡔし、TL-933 ࠋࢇませࢀ振ࡣワーメータࣃࡢ

操作

Ĭ POWER スイッチを “OFF” にしますࠋ 

ĭ PA スイッチを押しࡀ࡞ら POWER スイッチを “ON” にしますࠋ 

 操作ࣃネル上ࡢ中央表示器表示㸦周波数バンド表示㸧ࡀ “Po” ࡢ点滅࡞り、TL-933 トランシーバࡀ

ࠋし࡚機能しますミーロードࢲࡢ

Į POWER スイッチを “OFF” にすࡿこࢲ、࡛ミーロードし࡚ࡢ機能ࡣ解除さࢀますࠋ

ご注意

 中央表示器に “A5” アラームが表示さࢀた場合ࠊ出力電力を 100W 以下に低減するかࠊ受信状態に

してください。

表示を無視して送信を続けますとࠊPA の入力回路が破損する恐ࢀがあります。

 ダ࣑ーローࢻ時ࠊクーリングファンは内部温度に関係なく回転します。
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5.3 トランシーバとアンテナの接続モーࢻの設定 

TL-933  ࡣ

㸨 2 つࡢトランシーバ接続端子  

INPUT A 

INPUT B 

㸨 5 つࡢアンテナ接続端子 

ANTENNA A-1 

ANTENNA A-2 

ANTENNA A-3 

ANTENNA A-4 

ANT B 

をもっ࡚いますࠋ

こࡢうち、5 本ࡢ接続可能࡞アンテナࡣ、以下ࡢように 2 系統に分類さ࡚ࢀいますࠋ 

A-1 A-2 A-3 A-4 : INPUT A INPUT B いずࢀに接続さࢀたトランシーバも接続ࡀ可能

ANT B : INPUT B に接続さࢀたトランシーバࡳࡢ接続ࡀ可能 

TL-933 を使用し࡚トランシーバアンテナを接続すࣃࡿターンにࡣ 3 通りあり、そࠕࢀࡒࢀ接続モーࢻ 1ࠖ

ࢻ接続モーࠕ 2 ࢻ接続モーࠕࠖ  ࠋ呼びます3ࠖ

ࢻ接続モーࠕࡣ時にࡆお、お買い上࡞  ࠋっ࡚います࡞設定状態ࡢ1ࠖ

5.3.1  接続モーࢻ 

ここ࡛ࠕࡣ接続モーࢻ 1 ࢻ接続モーࠕࠖ 2 ࢻ接続モーࠕࠖ  ࠋ説明しますࡈについ࡚ࢀࡒࢀそࡢ3ࠖ

ձ ࢻ接続モーࠕ 1 㸦ࠖ標準接続㸧

以下ࡢ表ࡢように、2 台ࡢトランシーバをそࢀࡒࢀ別系統ࡢアンテナに接続しますࠋ

トランシーバ アンテナ

INPUT A A-1  A-2  A-3  A-4

INPUT B ANT B 

例えࡤ、INPUT A を HF トランシーバに、INPUT B を 50MHz トランシーバに接続すࡿ便利࡛すࠋ 

TL-933 INPUT A INPUT B、ࡣ  ࠋきます࡛ࡀこࡿ入力信号を増幅すࡢトランシーバからࡢか一方ࢀいずࡢ
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補足説明

 次の組ࡳ合わせによる接続はできませࢇ。

＊ INPUT A と ANT B との接続 

＊ INPUT B と ANTENNA A-1 A-2 A-3 A-4 との接続 

 操作パネルのスイッチによりࠊTL-933 による増幅用の入力信号として INPUT B が選択さࢀている

ときࠊANTENNA 1 2 3 4 の LED は全て消灯します。この状態でもࠊINPUT A に接続さࢀたトラ

ンシーバはࠊ実㝿には ANTENNA A-1 A-2 A-3 A-4 のいࢀࡎかのアンテナ㸦接続設定をしたもの㸧

と接続さࢀています。

この状態ではࠊINPUT A に接続さࢀたトランシーバの送信に対してはࠊTL-933 はアンテナスイッ

チ㸦4.2ࠕ 動作モーࢻと電源の入ࢀかたࠖ参照㸧としてのࡳ機能します。

なおࠊ受信は INPUT A INPUT B のいࢀࡎに接続さࢀたトランシーバに対しても常時可能です。

ղ ࢻ接続モーࠕ 2 㸦ࠖ2 ྎのトランシーバでアンテナを共有する接続㸧

以下ࡢ表ࡢように、2 台ࡢトランシーバ 4 本ࡢアンテナ࡛、接続ࡢ組ࡳ合わせを自由に変えらࢀますࠋ

トランシーバ アンテナ

INPUT A

A-1  A-2  A-3  A-4

INPUT B 

TL-933  ࠋきます࡛ࡀこࡿ入力信号を増幅すࡢトランシーバからࡢか一方ࢀいずࡢ INPUT A INPUT B、ࡣ

補足説明

 ANT B は使えませࢇ。したがってࠊINPUT A に接続さࢀたトランシーバと INPUT B に接続さࢀた

トランシーバを同時にアンテナに接続することはできませࢇ。

 選択さࢀていないトランシーバでの受信はできませࢇ。

ご注意

INPUT A を選択している時にࠊINPUT B に接続さࢀているトランシーバを送信状態にしないで下さ

い。トランシーバの負荷がオープンの状態になっておりࠊトランシーバの送信部に障害が発生するこ

とがあります。

ճ ࢻ接続モーࠕ 3 㸦ࠖ1 ྎのトランシーバでアンテナを使い分ける接続㸧

以下ࡢ表ࡢように、1 台ࡢトランシーバに対し࡚、接続さࢀた 4 本ࡢアンテナを自由に使い分けࡿこࡀ

࡛きますࠋ

トランシーバ アンテナ

INPUT A A-1  A-2  A-3  A-4

補足説明

 接続モーࢻ 3 ではࠊINPUT B および ANT B は使えませࢇ。



TL-933 

52 5.3 トランシーバとアンテナの接続モーࢻの設定 

接続モードࠕ 1ࠖおよびࠕ接続モード 2ࠖにおけࡿトランシーバ TL-933 ようにࡢ次ࢀࡒࢀそ、ࡣ状態ࡢ

ࠋります࡞

ձ ࢻ接続モーࠕ 1ࠖの時

ANTENNA A-1 ～ A-4 

INPUT A 選択時 点灯

INPUT B 選択時 消灯

ղ ࢻ接続モーࠕ 2ࠖの時

ANTENNA A-1 ～ A-4 

INPUT A 選択時 点灯

INPUT B 選択時 点灯

5.3.2  接続モーࢻの切替方法 

以下ࡢ手順にしたࡀっ࡚ࠕ現在ࡢ接続モードࡢ確認ࠖࠕ接続モードࡢ切り替え࡛ࠖࡀきますࠋ

ձ POWER スイッチを “ON” にしますࠋ 

ղ INPUT A へࡢトランシーバ接続ࡀ選択さ࡚ࢀいࡿ状態࡛、スイッチ INPUT A を押す、操作ࣃネル

上ࡢ中央表示器に “1” “2” “3” ࡢいずࢀかࡢ番号ࡀ約 1 秒間表示さࢀますࠋ 

こࡢ数字ࡀ、現在ࡢ接続モードを表します㸦 “1” ࡀ表示さࢀた場合にࠕࡣ接続モーࢻ 1 状ࠖ態࡛す㸧ࠋ 

ճ ղࡢ操作によっ࡚ “1” “2” “3” ࡢいずࢀかࡢ数字ࡀ表示さ࡚ࢀいࡿ間にいったࢇスイッチ INPUT A を

離し࡚再び押すࡢ ”1“ → ”3“ 、”3“ → ”2“ 、”2“ → ”1“ ように表示ࡀ切り替わりますࠋ

մ 切り替えたい接続モードࡢ番号ࡀ表示さ࡚ࢀいࡿ状態࡛、スイッチ INPUT A を押したまま SET スイ

ッチを押しますࠋこ࡛ࢀ接続モードࡀ切り替わります㸦SET スイッチを押さ࡞い接続モードࡣ切り

替わりませࢇ㸧ࠋ
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5.4 ４本以上のアンテナを使う場合 

TL-933 本体、ࡣ A 系統に 4 本ࡢアンテナを接続し࡚運用すࡿこ࡛ࡀきますࡀ、市販ࡢアンテナ切替器

を使用すࡿこにより 4 本以上ࡢアンテナࡢ整合ࢹータを記憶させࡿこ࡛ࡀきますࠋ 

例㸧8 本ࡢアンテナを、3 基ࡢアンテナ切替器によっ࡚ TL-933 に接続しますࠋ 

接続すࡿアンテナࡣ、次ࡢ 8 本しますࠋ 

アンテナ A ：1.9MHz バンド用アンテナ

アンテナ B ：3.5MHz バンド用アンテナ

アンテナ C ：7MHz バンド用アンテナ

アンテナ D ：10MHz バンド用アンテナ

アンテナ E ：14MHz バンド 21MHz バンド用ࡢマルチバンドアンテナ

アンテナ F ：14MHz バンド用アンテナ

アンテナ G ：21MHz バンド 28MHz バンド用ࡢマルチバンドアンテナ

アンテナ H ：7MHz、21MHz、28MHz バンド用ࡢマルチバンドアンテナ

接続図

A-1 A-2 A-3 A-4

S1 

A 

(1.9) 

B 

(3.5) 

C 

(7) 

E 

(14/21) 

D 

(10) 

F 

(14) 

G 

(21/28) 

H 

(7/21/28) 
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ANTENNA

プリセットࢹータࡢ記憶状態

前項ࡢように接続した場合、次ࡢようにプリセットࢹータを記憶させࡿこ࡛ࡀきますࠋ

周波数バンド
[MHz] 

アンテナ

1 2 3 4 

1.9 A

3.5 B

7  C H 

10 D

14 E F

21 E G H

28  G H

Ａ～Ｈࡣ各アンテナࡢプリセットࢹータࡀ記憶さ࡚ࢀいࡿメモリーを示しますࠋ

上図ࡢ 21MHz ࡀ最後に使用したアンテナ端子、ࡣ時ࡿい࡚ࢀ記憶さࡀータࢹプリセットࡢように複数ࡢ

選択さࢀますࠋ
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5.5 ディップスイッチの設定 

ＴＬ－㸷㸱㸱にࡣ、各種設定ࡢためࢹࡢップスイッチࡀありますࠋ

ࠋさいࡔずし࡚くࡣバーを࢝手順࡛ࡢ次、ࡣ場合ࡿ設定を変更すࡢップスイッチࢹ

(1) ＴＬ－㸷㸱㸱ࡢ電源を㹍ＦＦにしたあ、電源コンセントからプラࢢを抜い࡚くࡔさいࠋ

(2) トランシーバࡢコントロールケーࣈル㸦２本あࡿ場合ࡣ両方も㸧を外しますࠋ

(3) ＴＬ－㸷㸱㸱を縦置きにしますࠋ

(4) 左右࢝ࡢバーを外しますࠋ㸦左側面、右側面、背面ࡌࡡࡢを外す㸧

(5) 上面に、Ｃ㹂Ｊ－㸯㸶㸮㸯 Ｃ㹍㹌ＴＲ㹍Ｌࡀありますࠋこࡢ基板上にࢹップスイッチ㸦㹑２㸹４

素子㸧ࡀありますࠋ

前面側 背面側 

CD J-1801 C O N TR O L

S2

S1

C O N TR O LLER

IN PU T B

IN PU T A
O N O N O N O N

1 2 3 4

ࠋ通り࡛すࡢ次、ࡣ設定内容ࡢップスイッチ㹑２ࢹ

スイッチ番号 状態 機能

㸯 㹍㹌 電源を投入し、㹑㸯 RES を押す、ＴＬ－㸷㸱㸱ࡀお買い上ࡆ時ࡢ状態に戻

りますࠋ

㹍ＦＦ

２ 㹍㹌 ＨＦ帯㸦㸯㸬㸶㹋Ｈｚ帯～２㸶㹋Ｈｚ帯㸧ࡢ出力電力を㸯㸮㸮㸮㹕に設定し

ますࠋ但し、ＡＣ電源電圧ࡀ㸯㸮㸮㹔ࡢ場合ࢹ、ࡣップスイッチࡢ設定に

関わらず、出力電力ࡣ㸳㸮㸮㹕࡞りますࠋ

㹍ＦＦ ＨＦ帯㸦㸯㸬㸶㹋Ｈｚ帯～２㸶㹋Ｈｚ帯㸧ࡢ出力電力を㸳㸮㸮㹕に設定しま

すࠋ

㸱 㹍㹌 㸳㸮㹋Ｈｚ帯ࡢ出力電力を㸯㸮㸮㸮㹕に設定しますࠋ但し、ＡＣ電源電圧ࡀ

㸯㸮㸮㹔ࡢ場合ࢹ、ࡣップスイッチࡢ設定に関わらず、出力電力ࡣ㸳㸮㸮

㹕࡞りますࠋ

㹍ＦＦ 㸳㸮㹋Ｈｚ帯ࡢ出力電力を㸳㸮㸮㹕に設定しますࠋ

４ 㹍㹌 INPUT A/B コネクタ TXMUTE 端子 送信禁止時にࣁイに設定しますࠋ 

㹍ＦＦ INPUT A/B コネクタ TXMUTE 端子 送信禁止時にローに設定しますࠋ 
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お買い上ࡆ時ࢹࡢップスイッチ㹑２ࡢ設定ࡣ、次ࡢ通り࡛すࠋ

ON 

1 

ON 

2 

ON 

3 

ON 

4 

OFF ON OFF OFF 

S2 
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5.6 通信速度の切り替え 

トランシーバ接続端子 INPUT A またࡣ INPUT B に接続さ࡚ࢀいࡿトランシーバࡢ通信速度を

9600bps/4800bps に切り替えますࠋお買い上ࡆ時ࡢ設定9600ࠕࡣbps࡛ࠖ すࠋトランシーバ接続端子 INPUT A

通信速度をࡢ 4800bps に切り替えࡿ方法を例し࡚説明しますࠋ 

ձ POWER スイッチを͆OFF͇にしますࠋ 

ղ 通信速度を切り替えࡿ接続端子ࡢスイッチ INPUT A を押しますࠋ

接続端子 INPUT B スイッチ、ࡣ場合ࡿ通信速度を切り替えࡢ INPUT B を押しますࠋ 

ճ スイッチ INPUT A を押しࡀ࡞ら ALC スイッチを押す、通信速度ࡀ 4800bps に切り替わりますࠋ

ղࡢ操作࡛スイッチ INPUT B を押した場合ࡣ、スイッチ INPUT B を押しࡀ࡞ら ALC スイッチを押し

ますࠋ

մ スイッチ INPUT A を押しࡀ࡞ら HEAT スイッチを押しますࠋ

通信速度ࡀ 9600bps に戻りますࠋ

ղࡢ操作࡛スイッチ INPUT B を押した場合ࡣ、スイッチ INPUT B を押しࡀ࡞ら HEAT スイッチを押

しますࠋ
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6. 保 守

ここ࡛ࡣ、日常的࡞保守につい࡚説明しますࠋ

6.1 本体の清掃 

キャビネットやスイッチࡀ汚ࢀたら、中性洗剤を含ませた布࡛࡞軽く拭い࡚汚ࢀを落したあ、乾い

た布࡛拭き取っ࡚くࡔさいࠋ

シンナーやベンジンࡣ塗装をいためます࡛ࡢ使用し࡞い࡛くࡔさいࠋ
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6.2 エアフィルタの清掃 

TL-933 操作面ࡢ吸気ࣃネル内部にࡣエアフルタࡀ内蔵さ࡚ࢀおり、本体内部へࢦࡢミや埃ࡢ侵入を防い

࡛いますࠋエアフルタࡣ、以下ࡢ手順により定期的に清掃し࡚下さいࠋ

エアフルタࡀ汚ࢀたまま使用します、クーリンࢢフンࡢ冷却効果ࡀ低下し࡚故障や動作不安定࡞

をひき起こす原因࡞りますࠋ

ձ TL-933 電源をࡢ OFF にし࡚、電源プラࢢをコンセントから抜い࡚くࡔさいࠋ

ղ 操作面ࡢ吸気ࣃネルを留め࡚いࡿ 8 本ࡌࡡࡢを外し࡚くࡔさいࠋ

ճ 吸気ࣃネル内側ࡢエアフルタを取り外し࡚清掃し࡚くࡔさいࠋ

清掃ࡣ掃除機によࡿ吸引またࡣ水洗いにより行いますࠋ水洗いࡢ後ࡣ、完全に乾燥させ࡚から本体に

装着し࡚くࡔさいࠋ

մ ヒートシンク等ࡢ内部に付着したホコリも掃除機࡛࡞掃除し࡚くࡔさいࠋそࡢ㝿部品࡞へࡣさわ

らず内部を傷め࡞いように注意し࡚くࡔさいࠋ

(電源プラグの金属部分には手を触
 れないようにご注意くださいࠋ)
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6.3 内部回路の保守 

TL-933  ࠋࢇありませࡣ必要ࡢ調整、࡛ࡢいます࡚ࢀ工場࡛完全に調整さࡣ内部回路ࡢ

また、回路ࡢ各部にࡣ高い電圧ࡀかかっ࡚おり、手を触ࡿࢀこࡣ非常に危険࡛すࠋ

万一、正常࡞操作を行っ࡚も動作に不具合ࡳࡀらࡿࢀ場合にࡣ、お買い上ࡢࡆ販売店またࡣケンウッド・

サービスセンター㸦裏表紙参照㸧へࡈ相談くࡔさいࠋ

ご注意

 故意による内部回路の調整や改造によって発生した不具合や故障についてはࠊ責任を負いかࡡます。

ご注意ください。
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7. 故障かなと思ったら

修理を依頼さࡿࢀ前に、まずࡈ確認くࡔさいࠋ

7.1 アラームと対処方法 

TL-933 回路を備え࣒アラーࡢためࡿストࣞスから回路を保護すࡿ外的要因によっ࡚発生す࡞まࡊさま、ࡣ

࡚いますࠋ

アラー࣒回路ࡀ作動すࡿ、操作ࣃネル上中央表示器にアラー࣒番号ࡀ表示さࢀ、PA 電源ࡀオフさࢀますࠋ 

アラー࣒番号ࡢそࡢࢀࡒࢀ意味、考えらࡿࢀ原因点検し࡚いたࡔきたい内容につい࡚ࡣ、次ページࠕࡢア

ラー࣒番号一覧表ࠖをࡈ覧くࡔさいࠋ

連続点灯ࠕࡣ表示に࣒お、アラー࡞ ࠋ意味をもっ࡚います࡞ようࡢ次ࢀࡒࢀそ、ࡀありますࡀ点滅ࠖࠕࠖ

連続点灯ࠖࠕ

現在もアラー࣒状態ࡀ⥅続し࡚いࡿこを示しますࠋ

点滅ࠖࠕ

過去にアラーࡀ࣒発生したࡀ、現在ࡣそࡀࢀ消失したこを示しますࠋ㸦例えࡤ、ビートシンクࡢ温度ࡀ高

く࡞り A3 アラーࡀ࣒発生したࡀ、そࡢ後温度ࡀ下ࡀった場合㸧 

例外し࡚、電原系アラー࣒ A1、A2 にࡣ点滅ࡣありませࠋࢇ 

ࢇいった、ࡣ表示࣒おアラー࡞ TL-933 ࡢ POWER スイッチを “OFF” し、再度 “ON” にすࡿこ࡛解

除さࢀますࠋ
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＜アラー࣒番号一覧表㸼

表示 名  称 原因動作 点検し࡚いたࡔきたい内容

A1 電源異常

PA スイッチ  “ON” 状態࡛

ࡢ電源部から、ࡢ DC 出力電

圧ドロップࠋAC ライン電圧

ࠋ原因࡞主ࡀドロップࡢ

電源ライン電圧㸦AC100V/AC200V㸧ࡣ

正しい࡛すか？

出力電力ࡀ過大に࡞っ࡚いませࢇか？

A2 電源異常

電源部ࡢ過電流、またࡣ過電

圧ࠋ

出力電力ࡀ過大に࡞っ࡚いませࢇか？

AC ライン過電圧ࠋ 
AC ライン電圧ࡣ定格内に入っ࡚います

か？

A3 ヒートシンク過熱 PA 部／電源部ࡢ異常࡞過熱ࠋ 

出力電力ࡀ過大に࡞っ࡚いませࢇか？

エアフルタに埃ࡀ溜まっ࡚いませࢇ

か？

冷却風ࡣ正常に流࡚ࢀいますか？

A4 PA 出力アンバランス 
4 つࡢ PA 回路からࡢ出力バ

ランスࡀ悪いࠋ

PA 部ࡢヒューࡀࢬ切࡚ࢀいませࢇか？ 

アイドリンࢢ電流値ࡣ正常㸦定格出力

1000W 時 約 8A、定格出力 500W 時 約

4A㸧࡛すか？

A5 オーバードライࣈ ドライࣈ電力ࡀ過大ࠋ
トランシーバࡢ出力電力ࡣ適正㸦100W

以下㸧࡛すか？

A6 チューン入力電力過大
オートチューン操作時ࡢ入力

電力ࡀ過大ࠋ 

トランシーバࡢ出力電力ࡣ適正㸦120W

未満㸧࡛すか？

A7 オートチューン異常

オートチューン操作により、

アンテナࡢ整合ࡀ取࡞ࢀか

ったࠋ

アンテナ、同軸ケーࣈルࡣ正しく接続さ

?いますか࡚ࢀ

コネクタ内࡛接触不良やショートを起

こし࡚いませࢇか？

運用周波数に適したアンテナࡀ接続さ

？いますか࡚ࢀ

アンテナ番号ࡢ選択を間違え࡚いませ

？かࢇ

オートチューン動作中に周波数を変更

し࡚いませࢇか？

A8 アンテナ異常
アンテナࡢ VSWR ࠋ高いࡀ

VSWR>3 HF 帯
VSWR>2 50MHz

アンテナ、同軸ケーࣈルࡣ正しく接続さ

?いますか࡚ࢀ

コネクタ内࡛接触不良やショートを起

こし࡚いませࢇか？

運用周波数に適したアンテナࡀ接続さ

？いますか࡚ࢀ

アンテナ番号ࡢ選択を間違え࡚いませ

？かࢇ

A9 PA 負荷異常 
PA 部からࡳた負荷インピー

 㸦VSWR≧3㸧ࠋ異常ࡀンスࢲ

アンテナࡢ整合ࡣ正しく取࡚ࢀいま

すか？

アンテナ、同軸ケーࣈルࡣ正しく接続さ

?いますか࡚ࢀ

コネクタ内࡛接触不良やショートを起

こし࡚いませࢇか？

運用周波数に適したアンテナࡀ接続さ

？いますか࡚ࢀ

アンテナ番号ࡢ選択を間違え࡚いませ

？かࢇ

異常発振や高周波ࡢ回り込ࡀࡳ起き࡚

いませࢇか？
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7.2 トラブルシューティング 

故障お考えにࡿ࡞前に、以下ࡢ項目を確認し࡚くࡔさいࠋ

状 態 原 因 処 置 参考ページ

ձ 動作状態に࡞ら࡞い

アンテナスイッチし

い࡞動作もしࡢ࡚

ղ POWER ス イ ッ チ ࡀ

“ON” に࡞ら࡞い

ձ ト ラ ン シ ー バ か ら

+13.8VDC 電源ࡀ供給さ

い࡞い࡚ࢀ

+13.8VDC 電源ࡢ供給を確認

すࡿ

4.2.1 

㸦P.27㸧 

ղ 背面ࣃネルࡢ POWER 

SUPPLY CONTスイッチ

ࡀ  “EXTERNAL” 位置

に࡞っ࡚いࡿ

背 面 ࣃ ネ ル ࡢ POWER 

SUPPLY CONT スイッチを 

“ON” 位置にすࡿ 

ճ トランシーバࡀ送信状

態に࡞っ࡚いࡿ

トランシーバをいったࢇ受

信状態にし࡚から POWER

スイッチを “ON” にすࡿ

PA スイッチࡀ  “ON” に࡞

ら࡞い

ձ アンテナࡢ整合ࡀ取

い㸦中央表示器࡞い࡚ࢀ

消灯まࡀ周波数表示ࡢ

たࡣ点滅㸧

オートチューン操作を実行

すࡿ

またࡣ、整合࡚ࢀࡀいࡿア

ンテナにつࡂ࡞替えࡿ

4.3 

㸦P.31㸧 

ղ 設定周波数ࡀアマチュ

アバンドを外࡚ࢀいࡿ

トランシーバࡢ設定周波数

をアマチュアバンド内す

ࡿ

ճ トランシーバࡀ送信状

態に࡞っ࡚いࡿ

トランシーバをいったࢇ受

信状態にし࡚から PA スイッ

チを “ON” にすࡿ

オートチューン操作࡛ࡀき

い࡞

SET 操作࡛ࡀき࡞い

ձ トランシーバࡢ出力電

力ࡀ不足し࡚いࡿ

トランシーバࡢ出力電力を

増加させࡿ

4.3 

㸦P.31㸧 

2.8 

㸦P.13㸧 
ղ コントロールケーࣈル

接ࡣまた、ࡿい࡚ࢀ外ࡀ

続ࡀ間違え࡚いࡿ

コントロールケーࣈルを確

実に接続すࡿ㸦正しく接続さ

トランシ、ࡣ状態࡛ࡿい࡚ࢀ

ーバを送信状態にした時に

TL-933 XMT” インジケ“ࡢ

ーターࡀ点灯します㸧

ճ 同軸ケーࣈルࡀ外࡚ࢀ

いࡿ、またࡣコネクタࡢ

ショート・接触不良

同軸ケーࣈルࡢコネクタ内

接触を確認し、正しく接続す

ࡿ

出力電力ࡀ異常に低い ձ ALC ࣞベル設定ࡀ不適

切

ALC ࣞベルを再調整す4.6 ࡿ 

㸦P.40㸧 

7.1 

㸦P.61㸧 

4.2.5 

㸦P.29㸧 

ղ トランシーバࡢ出力電

力ࡀ低すࡿࡂ

トランシーバࡢ出力電力を

増加させࡿ

ճ アラー࣒回路ࡀ作動し

࡚いࡿ
POWER スイッチをいったࢇ 

“OFF” し、再度 “ON” に

すࡿ

մ PA スイッチࡀ  “OFF” 

に࡞っ࡚いࡿ
PA  スイッチを “ON” にすࡿ 

SET 操作を行っ࡚も、中央表

示器に周波数ࡀ正しく表示

さ࡞ࢀい

トランシーバࠕࡀスプリット

運用モード 㸦ࠖ送受信周波数

ࡿっ࡚い࡞設定㸧にࡿ࡞異ࡀ

トランシーバに スプリッࠕ࡚

ト運用モードࠖを解除し、送

受信周波数ࡀ同ࡌにࡿ࡞よ

うにすࡿ

4.4 

㸦P.36㸧 

オートチューン操作ࡀ途中

࡛停止すࡿ

ձ トランシーバࡢ出力電

力ࡀ低すࡿࡂ

トランシーバࡢ出力電力を

増加させࡿ

4.3 

㸦P.31㸧 

ղ 受信→送信ࡢ時に内部

切り替わらࡀリࣞーࡢ

い࡞

トランシーバをいったࢇ受

信状態にした後に再度キャ

リアを送信すࡿ
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状 態 原 因 処 置 参考ページ

停止状態ࠕ かࠖらࠕ動作状態ࠖ

にし࡚も、中央表示器に何も

表示さ࡞ࢀい

メモリࡢバックアップバッ

テリーࡀ放電し࡚いࡿ

再度ࠕSET 操作ࠖを実行す4.7 ࡿ 

㸦P.41㸧 

AC100V 運用時、アラーࡢ࡛

࣒ “A1” ࡀ出ࠋࡿ

AC 電源ライン電圧ࡀドロッ

プし࡚いࡿ

AC ラインに使用すࡿケーࣈ

ルを十分࡞電流容量ࡢもࡢ

ࡿ交換す

出力電力を低減させࡿ

AC200Vࡢ電源ラインを使用

すࡿ

2.4 

㸦P.7㸧 

連続送信࡛アラー࣒  “A3” 

ࡿ出ࡀ

室温ࡀ高い

吸排気ࡀ悪い

冷却機構異常

フンࡀ回転し࡚いࡿき

風通しを改善すࡢ周囲、ࡣ

換気、エアコン等࡛室温、ࡿ

を下ࡿࡆ

フンࡀ回っ࡚い࡞けࡤࢀ、

サービスへ

2.3 

㸦P.6㸧 

AC200V を供給し࡚いࡢࡿ

に 1kW 出力ࡀ得ら࡞ࢀい 

ձ ࡀップスイッチࢹ

500W 出力設定に࡞っ࡚

いࡿ

設定をࡢップスイッチࢹ

1kW に変更すࡿ 

5.5 

㸦P.54㸧 

ղ PA OFF から 1 分以内に

電源電圧を変え࡚いࡿ

PA OFF  状態࡛、POWERࡢ

し、1ままࡢオンࡣ 分以上 

放置し࡚から PA をオンすࡿ 

2.4 

㸦P.8㸧 
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7.3 アフターサービス 

前ページࡢ表ࡢ項目をࡈ確認いたࡔい࡚も࡞お原因ࡀわから࡞い場合、また処置を施し࡚も࡞お不具合

ࡣ販売店、またࡢࡆをコンセントから抜き、お買い上ࢢ電源プラࡢ TL-933、ࡣ場合に࡞ようࡿ続す⥅ࡀ

当社サービスセンターへࡈ相談くࡔさいࠋ（裏表紙参照）
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8. 定 格 

動作周波数 1.8～54MHz アマチュアバンド及びࡢ 4630kHz 

定格出力電力 1,000W㸦ＡＣ２㸮㸮㹔時㸧、㸳㸮㸮㹕㸦ＡＣ㸯㸮㸮㹔時㸧 

出力整合インピー 50Ω不平衡 VSWR≦3.0 㸦16.7～150Ω㸧 

ンス範囲 但し、50MHzࢲ 帯ࡣ、VSWR≦2.0 

不要輻射強度 －50dB 以下㸦㹎Ｅ㹎より、1.8～28MHz 帯㸧 

 －60dB 以下㸦㹎Ｅ㹎より、50MHz 帯㸧 

相互変調歪(IMD) －40dB 以下㸦㹎Ｅ㹎より、1.8MHz～24.9MHz 帯・1kW 時㸧 

 －38dB 以下㸦㹎Ｅ㹎より、28MHz 帯・1kW 時㸧 

 －33dB 以下㸦㹎Ｅ㹎より、50MHz 帯・1kW 時㸧 

 

入力インピーࢲンス 㸳㸮Ω不平衡 㹔㹑㹕Ｒ＜㸯㸬㸳 㸦㹎Ａ 㹍㹌時㸧 

励振電力 㸯２㸮㹕未満㸦自動同調時 30W 以上㸧 

周波数切換時間 㸮㸬㸳秒以下 

電源電圧 ＡＣ㸯㸮㸮～２４㸮㹔、単相㸳㸮／６㸮Ｈｚ 

消費電力 㸱ｋ㹔Ａ以下㸦㸯ｋ㹕出力時㸧 

入力電源力率 㸷㸳％以上㸦定格出力時㸧 

使用温度範囲 －㸯㸮～＋４㸮℃ 

外形寸法 縦置 ２㸱㸱㸦幅㸧×４４４㸦高さ㸧×４㸳㸮㸦奥行㸧ｍｍ㸦突起物を含まず㸧 

重量 約 ２㸶ｋｇ 
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9. 免許申請書の書き方 

ここ࡛ࡣ、TL-933 によりアマチュア無線局ࡢ免許ࡢ申請をすࡿ場合ࡢ工事設計書送信機系統図につい࡚

説明しますࠋ 

 

9.1 工事設計書 

1) 500W 出力ࡢ免許を受けࡿ場合 

定格出力 500W 

終
段
管 

名称個数 2SK410×16 

電圧 50V 

 

2) HF 帯ࡣ 1000W50ࠊMHz 帯ࡣ 500Ｗ出力ࡢ免許を受けࡿ場合 

定格出力 
1000W㸦1.9～28MHz 帯㸧 

500W㸦50MHz 帯㸧 

終
段
管 

名称個数 2SK410×16 

電圧 
80V㸦1.9～28MHz 帯㸧 

50V㸦50MHz 帯㸧 

 

3) 1000W 出力ࡢ免許を受けࡿ場合 

定格出力 1000W 

終
段
管 

名称個数 2SK410×16 

電圧 80V 
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9.2 送信機系統図 

 

送信機系統図ࡣ上記ࡢࡢ場合にも共通࡛すࠋ 

 

 

 

電力増幅 

2SK410×16 
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10. 付 図 

10.1 外観図 
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10.2 ブロックダイアグラム 
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10.3 配線図 
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11. さくいࢇ

A 

ALC ................................................ 9,17,23,24,30,41 

APC .................................................................... 2,45 

C 

CPU ........................................................................ 1 

D 

DRIVE ............................................................. 23,45 

D サࣈコネࢱࢡー................................................ 24 

E 

EXTERNAL ............................................ 24,25,27,63 

G 

GND 端子 ............................................................... 8 

I 

IMD ............................................................... 1,45,67 

INPUT A .................................. 24,27,41,44,50,51,52 

INPUT B .................................. 24,27,39,41,50,51,52 

M 

MATCH .................................................. 23,33,37,45 

MIC MUTE ........................................................... 17 

P 

PFC ......................................................................... 1 

Po ............................................................ 33,36,37,49 

POWER MOSFET ........................................... I,1,45 

POWER SUPPLY CONT .............. 21,24,25,26,27,63 

PTT ......................................................... 20,33,37,42 

R 

RAM ................................................................ 31,44 

RL ......................................................................... 17 

RXD ...................................................................... 17 

S 

SEND .................................................................... 17 

SEPP ....................................................................... 1 

SET 操作 .......................................................... 36,37 

T 

TUNE ...................................................... 23,31,32,33 

TXD ...................................................................... 17 

V 

VSWR ................................. 11,23,31,34,37,41,62,67 

X 

XMT ............................................................ 23,28,63 

ア

 8,12,17,18,20,24,25 ....................................... ࢫー

 電流 .......................................... 29,62ࢢンࣜࢻ

 9,23,29,49,61,62,63,64 ............................... ࣒ーࣛ

 1,2,26,27,28,29,51,63 ................. ࢳッࢫࢼࢸン

 23,26 ............................... ࢻーࣔࢳッࢫࢼࢸン

 ,ー ........................... 1,2,11,26,27ࢼューࢳࢼࢸン

 ....................................................... 28,29,30,31,34 

 23,26 ........................... ࢻーࣔーࢼューࢳࢼࢸン

 ー ................................ 28,33,37,45,63ࢱーࢣࢪン

エࢱࣝࣇ ............................................ XII,58,62 

オーࢳࢺューン .............................................. 47,62 

オーࢳࢺューン操作 .............. 31,32,33,36,37,38,63 

オーࣂー2,9,62 ......................................... ࣈࣛࢻ 

カ

過熱ࣛー6 ......................................................... ࣒ 

キー信号 ............................................................... 28 

 ン ........................................ 2,30,58ࣇࢢーࣜンࢡ

空冷ࣇン ............................................................. 7 

コンࣟࢺーࣝࢣー13,25,36,54,63 ..................... ࣝࣈ 
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サ

自動同調 .......................................................... 23,67 

周波数ࣂン23,28,31,37,42 ................................... ࢻ, 

 ....................................................... 45,47,48,49,53 

 信号 ....................................................... 17ࣝࣜࢩ

 信号 ................................................... 19ࣂンࢱࢫ

セ࣓ࢢン32 ........................................................... ࢺ 

接続ࣔー13,27,39,40,50,51,52 .............................. ࢻ 

セࣞࣃー2,4,5 ....................................................... ࢺ 

操作ࣃネࣝ ................. 2,3,4,5,23,24,26,28,29,32,34, 

 .............................. 36,37,41,42,45,47,49,51,52,61 

タ

大容量キࣕ31,44 .......................................... ࢱࢩࣃ 

縦置き ................................................................. 2,4 

 41,49 .................................................. ࢻーࣟー࣑ࢲ

中央表示器 ........................ 23,27,28,29,32,33,36,37, 

 ........................................ 42,45,47,48,49,52,61,63 

停止状態 ................................................. 27,30,44,64 

 8,30,54 ........................................ ࢳッࢫࣉッࢹ

 17,31,36,38,39,44,47 ..................................... ࢱーࢹ

電波障害 .......................................................... 34,45 

動作状態 ....................................... 27,28,29,44,63,64 

動作ࣔー26,51 ...................................................... ࢻ 

同軸ࢣー11,13,25,62,63 .................................... ࣝࣈ 

ハ

背面ࣃネࣝ ........................................................... 24 

 31,44,64 .............................................. ࣉッࢡッࣂ

 2,23,30,58,62 ...................................... ࢡンࢩࢺーࣄ

 5 .................................................................... ࢪンࣄ

 充電 .......................................................... 31,44ࣝࣇ

 ン ................................................. 2ࢡーࣞࣈࣝࣇ

 ョン ..................................................... 2ࢩࢡࢸࣟࣉ

 機能 .............................................. 31,36ࢺࢡࢸࣟࣉ

マ

回り込み ............................................................... 62 

目隠し板 .............................................................. 3,5 

࣓ࣔࣜ .................................. 1,23,31,32,34,36,47,64 

 区分 .......................................... 31,35ࢻンࣂ࣓ࣜࣔ

ヤ

横置き ................................................................. 2,4 

ラ

 23,26 ...................................... ࢻーࣔࣉンࢽࣜ

ࣟー1,31 ............................................ ࢱࣝࣇࢫࣃ 

警告
本機の PA の 2SK410 にはࠊ内部にベリリアが使わࢀています。ベリリアは極少量でも非常

に有害です。

製品を廃棄する場合はࠊ地方自治体の条例または規則に従って処置してください。
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 〒192-8525　東京都八王子市石川町2967-3

便利メモ
お買上げ店

   TEL ( )

保証とアフターサービス（よくお読みください。）

【保証書（別添）】
この製品には、保証書を（別途）添付しております。保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめ上、販売店
から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。

【保証期間】
保証期間は、お買い上げの日より 1 年間です。
【補修用性能部品の保有期限】
ケンウッドはこの TL-933 の補修用性能部品を、製造打ち切り後、8 年保有しています。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げ
の販売店またはケンウッドのサービスセンター、営業所へお問い合わせください。（お問い合わせ先は、添付の“ ケンウッド全国
サービス網” をご覧ください。）

●アフターサービスのお問い合わせは、お買い上げの販売店、または最寄りのケンウッド・サービスセンターにご相談ください。
(別紙〝ケンウッド全国サービス網〟をご参照ください。)

●商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。
電話（045）450  8950 FAX（045）450  2308

修理を依頼されるときは
6 1 ページの"故障かな？と思ったら"に従って調べていただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止し、ケンウッドのサービス
センターへお問い合わせください。
修理に出された場合、設定されたデータが消去される場合がありますので、別途お客様御自身でお控え下さいますようお願いいた
します。また、本機の故障、誤動作、不具合等によって通話などの利用の機会を逸したために発生した損害などの付随的損害につ
きましては、ケンウッドは一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

【保証期間中は】
正常な使用状態で故障が生じた場合、保証書の規定に従って、お買い上げの販売店またはケンウッドのサービスセンター、営業所
が修理させていただきます。修理に際しましては、保証書をご提示ください。

【保証期間が過ぎているときは】
修理をして使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。
持込修理
この製品は持込修理とさせていただきます。修理をご依頼のときは、製品名、製造番号、お買い上げ日、故障の状況（できるだけ
具体的に）、ご住所、お名前、電話番号をお知らせください。

【修理料金の仕組み】
（有料修理の場合は、次の料金をいただきます。）

技術料：
故障した製品を正常に修復するための料金です。技術
者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、一般管
理費等が含まれます。
部品代：
修理に使用した部品代です。その他修理に付帯する部
材等を含む場合もあります。
送料：
郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償修理
などを行うにあたって、お客様に負担していただく場
合があります。

電波を発射する前に
アマチュア局は、自局の発射する電波が、テレビやラジオの受信に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡を受けた場合は、た
だちに電波の発射を中止し障害の有無や程度を確認してください。
参考　無線局運用規則　第９条　アマチュア局の運用第258条
アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがあるときは、すみ
やかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。以下省略
障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線機、アンテナ系を点検し障害に応じて当社サービス窓口やお買いあげの販売店
などに相談するなどして、適切な処置を行なってください。
受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問題に止まらず、ご近所付き合いなどで、むずかしい場合もあります。
日本アマチュア無線機器工業会（J AIA）及び（社）日本アマチュア無線連盟（J ARL）では電波障害の対策と防止についての相談窓
口を開設しておりますので、対策にお困りの場合はご相談ください。
日本アマチュア無線機器工業会（J AIA） （社）日本アマチュア無線連盟（J ARL）
　〒170-0002　東京都豊島区巣鴨1-10-5　第2川端ビル 　〒170-8073　東京都豊島区巣鴨1-14-5
　TEL　03 - 3944 - 8611 　TEL　03 - 5395 - 3122
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